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総合研究院は東京理科大学の社会的な使命を達成するため研究体制を強化し続けます。 

RIST creates new directions in science and technology achievable“only at TUS”. 
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ま え が き 
 
 

本「研究成果ハイライト」資料集は東京理科大学研究推進機構総合研究院 
(RIST：Research Institute for Science and Technology)を構成する研究部門、

研究センター、共同利用・共同研究拠点の研究成果の取りまとめです。 
 
東京理科大学では研究推進体制の充実のために 2015 年 4 月研究推進機構が 

発足し、それに伴い 2005 年 11 月に設置された総合研究機構は総合研究院と 
改称されました。本年度の構成は 19 研究部門、6 研究センターおよび 2 拠点 
（2017 年 10 月 1 日現在）で、The Edge of Cross Disciplines をスローガンと

して日々活動しています。 
 
総合研究院所属の各研究グループは、参加メンバー独自の研究成果を基盤と 

しながら、グループとしてのシナジー効果による「理科大ならでは(Only at TUS)」 
の研究展開を目指し、日夜努力をしています。さらに、グループ間の連携を通し

て、研究重視の伝統を持つ東京理科大学における研究活動の中核となること、 
さらに「研究先端における教育」の場として人材育成の役割も期待されて 
います。 

 
本資料集は、研究グループそれぞれの設置期間・メンバー構成・設置 

趣旨等のデータとともに、代表的な研究成果２編を、それぞれの学問分野におけ 
る学術的意義はもちろん、それに加えて、関連する他の学問分野ないし社会的な 
意義についてもわかりやすく紹介することを目的としています。 

 
また、本学では、2014 年度に設置された「研究戦略・産学連携センター(TUS 

 Global URA Center)」が、2015 年度に総合研究院と並んで研究推進機構の 
メンバーとして更に拡充されましたが、本資料は研究活動の初期段階の 
支援から産学連携活動の推進まで、研究活動ステージに沿ったサポートを 
する URA と RIST の連携推進にも利用されています。 

 
本資料集へのコメントをお寄せいただければ幸いです。総合研究院の 

より良い活動のために活用させていただきます。 
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先進農業エネルギー理工学研究部門
＜設置期間＞
2016年4月1日～2021年3月31日

＜構成メンバー＞
■東京理科大学

・朽津和幸 教授（植物生理学）
・鞆達也 教授（光合成）
・杉山睦 准教授（透明太陽電池、農業用センサー）

■諏訪東京理科大学
・渡邊康之 教授（農業用太陽電池、光合成測定）
・大橋昇 研究員（有機薄膜太陽電池、植物栽培）
・松江英明 教授（通信・ネットワーク工学、農業IoT）
・山口一弘 助教（画像・信号処理）
・松岡隆志 教授（量子情報理論）

■八ヶ岳中央農業実践大学校
・奥 久司 客員研究員（実践農業）

■九州大 安達千波矢 研究室（有機光エレクトロニクス）
・中野谷一 准教授（農業用有機EL照明）

■株式会社イデアルスター
・表研次 客員教授（有機薄膜太陽電池）

■北陸先端科学技術大学院大学
・下田達也 客員教授（プリンテッドエレクトロニクス）

1.本部門設立の理念
2100年に世界人口が100億人を突破すると言われる中で、
世界的なエネルギー・環境・食糧問題を解決するために、農業
市場及び産業構造の変化を予測し、大学の基礎研究として
先手を打つことで、新たな価値を世の中に提供する場を構築
する。

2.ソーラーマッチングを基盤とした革新的な農業工学
農地の上に隙間を開けて太陽光パネルを設置する「ソーラー
シェアリング」に注目が集まっているが、図1に示すようにパネルの
影による農作物のへの影響や高い設置コスト等の課題がある。
上記課題に対し、農作物栽培に必要な光（青と赤）を透過
し、それ以外の光(主に緑)で発電可能な有機薄膜太陽電池
を用いた「ソーラーマッチング(農業用OPV)」を提案し、農作物
栽培と太陽光発電の両立が可能なことを実証した。今後、本
技術を基盤に圃場や太陽光植物工場等の施設園芸におけ
る作物の収穫量向上技術を開発するための科学的検証を行
う。
本研究部門では、東京理科大学が持つ理工薬学の技術と
諏訪東京理科大学が持つ農業関連の工学技術を融合させ、
「ソーラーマッチング」による農業と発電の両立や IoT の活用に
よる農業の生産性の向上、省力化など「革新的な農業工学」
を社会に提供し、日本の農業と産業の進展を図ることを目的
とする。

３.目指すべき将来像
東京理科大学の研究戦略中期計画の重点課題として掲げ
られている農水・食品分野の研究力を強化するために、産学
連携プロジェクト等の規模の大型化を進めるとともに事業化を
目指す。
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光透過型有機薄膜太陽電池の開発に向けたバッファ層の検討（応用物理学会）
研究ハイライト １

研究ハイライト 2

光合成に必要な光を通す太陽電池を用いた植物栽培可能性について（日本物理学会等）
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先端ECデバイス研究部門 Advanced EC Device Research Division

設置期間：2015年4月1日～2020年3月31日

メンバー構成
（部門長） 理工学部・先端化学科・教授 板垣 昌幸
（併任教員） 理工学部・先端化学科・教授 有光 晃二

理工学部・先端化学科・教授 井手本 康
理工学部・先端化学科・教授 郡司 天博
理工学部・先端化学科・教授 酒井 秀樹
理工学部・先端化学科・教授 湯浅 真
理工学部・経営工学科・教授 堂脇 清志
理工学部・機械工学科・教授 早瀬 仁則
理工学部・先端化学科・准教授 坂井 教郎
理工学部・先端化学科・准教授 藤本 憲次郎
理工学部・先端化学科・講師 北村 尚斗
理工学部・先端化学科・講師 近藤 剛史
理工学部・先端化学科・講師 酒井 健一
理工学部・先端化学科・講師 四反田 功
理工学部・電気電子情報工学科・講師 片山 昇

（客員教授） 産業技術総合研究所 秋本 順二
（客員准教授） 筑波大学大学院・准教授 辻村 清也

設置目的
材料開発・電極評価に関する技術を基軸として、「Only at TUS」の先端EC（電気化学）デバイスの創製を目指す。

研究テーマ
「リチウムイオン二次電池」、「キャパシタ」、「燃料電池」に関する材料開発とデバイス創製。

リチウムイオン二次電池に関する研究成果ハイライト

デバイスの用途に適した電極材料の設計

高効率材料合成・構造評価

コンビナトリアル法

高温(60℃ )作動時の

充電状態の構造を
PDF解析により決定

高効率回折測定・構造決定法の開発充放電過程における
電気化学特性・結晶構造の解析

電池の劣化機構と作動温度の影響を
解明

充放電中のインピーダンス
の変化をWTにより決定

回折データ等を効率的に測定。構造情報を高速自動解析
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導電性ダイヤモンド粉末であるBDDPを用いるこ
とで、高エネルギー密度かつ高出力密度の水系電
気二重層キャパシタ（EDLC）の作製を目指す。
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Fig: 1 M H2SO4中のCV（2電極系, 10 mV/s）． Fig: BDDPおよび活性炭電極の水系セルにおけるRagone

プロット．電極層体積あたりで表示．

Fig: BDDP (150 nm)のSEM像．

BDDP

BDD層

ダイヤ粉末
（絶縁体）

CVD
ダイヤ成長

・BDDPを用いることで、水系EDLCのセル電圧を大幅に増加できることがわかった。
・高速充放電時も容量の減少が少なく、出力特性に優れることがわかった。
・BDDPを用いることで、コンパクトで高エネルギー密度・高出力密度を示す水系EDLCの
開発が期待される。

ボロンドープダイヤモンドパウダー（BDDP）
の水系電気二重層キャパシタへの応用
（湯浅・近藤）

キャパシタに関する研究成果ハイライト

燃料電池に関する研究成果ハイライト

印刷型紙基盤糖バイオ燃料電池を用いた超低電圧印刷有機回路の駆動に成功 (PE展にて展示）

乳酸バイオ燃料電池を用いた無線伝送に成功．スマートフォンで疲労度モニタリングへ

約3 mWの発電に成功
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太陽光発電技術研究部門
Photovoltaic Science and Technology Research Division

設置期間 2015年4月1日～2020年3月31日

メンバー構成
（併任教員） （部門長）理工学部・電気電子情報工学科・准教授 杉山 睦
（併任教員） 工学部第二部・電気工学科・教授 谷内 利明

理学部第二部・物理学科・教授 趙 新為
理学部第二部・化学科・教授 秋津 貴城
諏訪東京理科大学工学部電気電子工学科・教授 平田 陽一
諏訪東京理科大学工学部電気電子工学科・教授 渡邊 康之
工学部・工業化学科・准教授 永田 衞男
工学部・電気工学科・准教授 植田 譲
理工学部・電気電子情報工学科・准教授 近藤 潤次
基礎工学部・電子応用工学科・准教授 生野 孝
理学部第二部・化学科・助教 原口 知之

（プロジェクト研究員） 総合研究院 中田 時夫
総合研究院 Ishwor Khatri

（客員教授） 愛媛大学大学院・理工学研究科・教授 白方 祥

2017.4現在

技術の垂直統合により環境軽負荷太陽光発電システムの
広範で多様な導入を図り、地球温暖化の抑制に貢献する。

研究戦略：

１．「環境軽負荷太陽光発電技術」のコンセプトの元、センター化を目指して外部
資金獲得を積極的に図る。

２．透明導電性膜開発、太陽電池セル評価技術などの基盤技術確立に向けて、
部門内共同研究を積極的に進める。

３．材料・デバイスからシステムに至る技術の垂直統合を生かし、次世代太陽光
発電システムの斬新なコンセプトの創出を図る。

４．「学びたい大学」の顔として寄与するために、積極的に研究成果を外部発信
をすると共に、在校生のスキルアップを図る施策を進める。

太陽光発電技術研究部門設置の目的と研究戦略
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近隣の太陽光発電システムの発電電力の比較による異常検知

出力曲線や容量が大きく異なる
複数台のPVシステムの出力を

２週間最大値で除した規格化を
比較する手法を提案

出力 出力

比較
異常検知

野田キャンパス
1号館屋上PVシステム 野田キャンパス

カナル会館屋上PVシステム

南面傾斜20度
200W×6モジュール＝1.2kW

東西両面受光・垂直設置
18モジュール×6ストリング＝10kW

• 1割以上の出力低下を招く異常
を検出できることを確認

• 数年前の2週間最大値の比較
による長期劣化の診断も可能

(2016/8/17までの直近2週間の出力曲線)

時間[h] 時間[h]

∼30m

研究ハイライト１

M. Sugiyama et al., J. Appl. Phys. 116 (2014) 163108.
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近年、発電効率が飛躍的に向上しているペロブスカイト太陽電池のｐ型電極に、有機
物質の替わりに、バンドギャップの整合性が高く、光透過性が高いNiO:LIを用いること
で、ペロブスカイト層の結晶性が向上し、発電効率が向上することを確認した。
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ペロブスカイト層のXRD測定結果

ペロブスカイト太陽電池の効率向上にむけて、新規材料の導入と検討

研究ハイライト２
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ウォーターフロンティアサイエンス＆テクノロジー研究センター
Water Frontier Science & Technology Research Center

設置期間：2016年11月22日～2021年3月31日
構成メンバー

(センター長) 理学部化学科・教授 由井宏治 （副センター長）理学部物理学科・教授 本間芳和

(グループ長) 工学部機械工学科・教授 佐々木信也 (グループ長） 理学部応用化学科・教授 大塚英典

(グループ長) 理工学部機械工学科・教授 上野一郎 (グループ長） 工学部教養・准教授 山本貴博

(グループ長) 工学部機械工学科・准教授 元祐昌廣 (グループ長） 理学部応用化学科・教授 中井泉

(併任教員) 理工学部先端化学科・教授 酒井秀樹 (併任教員） 理工学部機械工学科・准教授 塚原隆裕

基礎工学部材料学科 講師 小嗣真人 理学部応用物理学科・准教授 伊藤哲明

理学部物理学科・教授 三浦和彦 理学部物理学科・教授 徳永英司

理学部化学科・教授 築山光一 理学部化学科・教授 田所誠

工学部工業化学科・教授 河合武司 工学部工業化学科・准教授 橋詰峰雄

理学部応用物理学科・講師 住野豊 基礎工学部電子応用工学科・講師 安藤格士

総合研究院光触研究媒推進拠点・嘱託准教授 寺島千晶

(客員研究員) 東京大学大学院・教授 大宮司啓文 電気通信大学・特任教授 小林孝嘉

大阪市立大学・教授 白藤立 東北大学・准教授 松井広志

大阪大学・准教授 山口康隆 みずほ情報総研（株） 渡辺尚貴

みずほ情報総研（株） 加藤幸一郎

➢ 設置目的

我々の日常的な環境において、物質・材料表面に普遍的に存在する水。ナノからマクロス
ケールにわたる水の持つバルク中とは異なる構造、また濡れ・流れなどの動態を理解・制御し
その学術体系の構築を深めるとともに、将来への低摩擦省エネルギー技術や、生体適合性材
料開発による再生医療技術、環境に優しい化学反応・分析技術などへの応用展開を目指す。

➢ 組織の現状と将来展望
• 文部科学省私立大学研究ブランディング事業の中心的推進機関として発足（2016年11月）
• アドバイザリー委員会の開催（2017年3月21日）
• キックオフミーティングの開催（2017年3月27日）
• 80名を超える学外の企業・大学からの参加者（総合で100名以上の参加者）
• 外部企業との産学共同研究会の開催（2017年4月,7月、9月）
• 一般市民講座の開催（2017年11月4日予定）
• 研究成果報告会（2017年11月25日予定）
• 大学院共通教養講義「ウォーターサイエンス特論」の開講（2017年9月～2018年1月）
• グループ内・グループ間の共同研究のための会合（既に多数回開催）
• グループ内・グループ間・部門ーセンター間・外部企業との共同研究の加速

➢研究テーマ
物質・材料表面の「水」を以下の６つの視点・グループ（Ｇ）から捉える
【G１】 主に無機材料表面の水の統計熱力学的理解と省エネルギー技術への展開
【G２】 主に生体適合性材料表面の水の構造の理解と、 再生医療用材料開発への展開
【G３】 材料表面における水の濡れと流れを含む水の動態の理解と工学的応用
【G４】 材料表面における水の構造のシミュレーションと分光スペクトルとの相互解析
【G５】 局所空間における水の動態を積極的に制御・利用した高機能デバイス開発
【G６】 表面・界面の水を積極的に利用したグリーンケミストリーと分析化学
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センター内（本間・由井・山本・伊藤）とセンター＆ナノカーボン研究部門（小鍋・千足）の共同研
究により科研費基盤研究(A)（H28-H30）獲得、研究推進中

トピック① カーボンナノチューブ（CNT) 内の水の相図を世界で初めて解明
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センター内（佐々木・本間・山本・酒井・由井）により、計測・シミュレーションによるシナジー的研究を推進
予定。神楽坂校舎１号館501号室のヘテロダイン和周波発生装置・環境制御ＡＦＭの共同利用予定

トピック② 摩擦摺動環境下における材料表面の水の選択的観測に成功
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水の関わるトライボロジーの深化と、摩擦摺動面における水を積極的に
利用した省エネルギー・低摩擦材料開発への展開への期待

振動和周波発生分光法を水の伸縮振動領域の計測に応用
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界面科学研究部門
Division of Colloid and Interface Science

設置期間： 2013年4月1日~2018年3月31日

(部門長) 工学部工業化学科・教授 河合 武司

(併任教員) 理学部化学科・教授 田所 誠

理学部応用化学科・教授 大塚 英典

理学部応用化学科・教授 根岸 雄一

薬学部薬学科・教授 牧野 公子

薬学部生命創薬学科・教授 後藤 了

工学部工業化学科・教授 近藤 行成

工学部工業化学科・教授 橋詰 峰雄

工学部機械工学科・教授 佐々木 信也

理工学部工業化学科・教授 酒井 秀樹

理工学部工業化学科・講師 酒井 健一

(客員研究員) 東京理科大学非常勤講師 遠藤 一央

メンバー構成

界面科学研究部門の発足は1981年1月で、初代部門長の目黒謙次郎教授（理学部）から、近藤保教授（薬学部）、

上野實教授（理学部）、今野紀二郎教授（工学部）、大島広行教授（薬学部）を経て、2012年から河合武司教授（工

学部）が引き継いでいます。2008~2012年度は文科省戦略的研究拠点形成支援事業「ナノ・バイオ界面技術の創成と

その応用」のテーマで界面科学研究センターとして活動した。

設置目的

本部門では、研究対象を大きくソフト界面とハード界面の２つに分けて、

動的な界面現象についての理解を深める。ここでいうソフト界面とハード

界面とは、界面を構成している組成で区別する一般的な定義とは異なり、

“ソフト界面”とは界面を形成している分子（原子）が通常の観測時間内

に常に入れ替わる動的な界面で、例えば界面活性剤によるミセルが相当し

ます。一方“ハード界面”は表面構成分子（原子）の入れ替わりがなく強固

な界面で、例えば金属ナノ粒子は当然これに該当するが、有機分子錯体が

形成するナノポーラス材料もこの範疇に入る。動的な界面と静的な界面と

言い換えることもできるが、両者の研究を次元毎に進め、動的な界面現象

の理解を深め、機能性材料の開発を目指す。

研究テーマ
・刺激応答界面の構築：

光、pH、 熱、電場・磁場によって機能(濡れ性・粘性・分散性・化学反応性)が自在に制御できる材料を創製する。
・両親媒性物質の分子集合体による機能材料：

高性能・高機能な両親媒性物質の合成とそれが形成する分子集合体による機能性材料の開発
・新規ナノ材料の創製

新規合金クラスター・ナノワイヤー・ナノリングなどの創製、金属ナノ材料の形態制御法を開拓し、高性能な光
学材料・触媒材料・DDS材料などの開発を目指す。

・機能界面の構築：
濡れ性・摩擦特性などの制御法の確立とその制御因子の分子レベルでの解明を通して、生体適合性界面の創製や

バイオマテリアル材料の開発を行う。

組織の現状と将来展望

各メンバーが個々の研究テーマで面白い材料を創製している。特に刺激応答材料に関して興味深い研究成果を挙げ
ている。「動的・静的挙動」と「対象の次元性」を意識しながら、異分野間の情報交換および連携によって界面現
象に関する基礎から応用までの研究を実施する。
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界面ダイナミックスの解析と応用

研究成果ハイライト①

ナノマテリアルの高機能化

研究成果ハイライト②
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未利用熱エネルギー変換研究部門
Division of Thermoelectrics for Waste Heat Recovery 

Division of Thermoelectrics for Waste Heat Recovery

設置期間 平成25年4月 ～ 平成30年3月

構成メンバー
部門長：西尾 圭史 （基礎工学部材料工学科）

飯田 努 （基礎工学部材料工学科）
向後 保雄 （基礎工学部材料工学科）
小柳 潤 （基礎工学部材料工学科）
田村 隆治 （基礎工学部材料工学科）
藤本憲次郎 （理工学部工業化学科）
安盛 敦雄 （基礎工学部材料工学科）

客員 ：4名

目的
地球温暖化への迅速な対応として300~600°C
の排熱を利用付加価値の高い電気エネル キ
゙ーに変換する環境低負荷・生体適応型て
゙、かつ10%以上の変換効率が期待される
次世 代熱電変換材料および発電システムの
開発 

将来的な開発目標
自動車排熱や工業排熱を有効利用するための実用向け環境低負荷型熱電変
換材料、例えばシリサイド系(Mg-Si、Mn-Si)、Si系、Zintl系および酸
化物系材料の開発および発電モジュール作製のための要素技術開発

Division of Thermoelectrics for Waste Heat Recovery
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Division of Thermoelectrics for Waste Heat Recovery

Mg2Si 熱発電素子実用化への取り組み
材料基礎熱電特性の向上（不純物添加による発電量向上と熱伝導率の低減）

動作温度時の耐酸化特性の向上（Mg2Siに整合した熱酸化防止膜用ガラスの組成設計および物性・膜質）

交流インピーダンス法による
ガラス膜の膜質評価

ガラス膜の700°C保持での
耐久性評価

Division of Thermoelectrics for Waste Heat Recovery

熱的・機械的に高耐久なMg2Siの開発
耐久性向上に必要な⾼靭性と発電出⼒の両⽴

Mg2Si結晶粒界への⾦属バインダー添加

Mg2Si結晶粒径微細化(1)

Mg2Si結晶粒径微細化(2)
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ナノカーボン研究部門
Division of Nanocarbon Research

設置期間：2012年10月1日～2017年9月30日

メンバー構成（13名）

（部門長） 工学部第一部・教養・准教授 山本 貴博

（併任教員） 理学部第一部・物理学科・教授 本間 芳和

理学部第一部・物理学科・教授 渡辺 一之

理学部第一部・物理学科・助教 清水 麻希

理学部第一部・物理学科・助教 鈴木 康光

理学部第二部・物理学科・教授 梅村 和夫

田中 優実

西川 英一

工学部・工業化学科・准教授

工学部第二部・電気工学科・教授

工学部第二部・電気工学科・助教 金 勇一

（客員教授） 筑波大学・教授 岡田 晋

（客員准教授） 東北工業大学・准教授 土屋 俊二

（客員准教授） 東京大学・准教授 千足 昇平

（客員研究員） 日本電子株式会社 加藤 大樹

設置目的

ナノカーボンに関して先進的な研究を行っている物性理論、物性実験、電気工学、熱工学、生物物理そ
れぞれの分野の専門家が、相互の情報交換および連携により、ナノカーボンに関する基礎から応用ま
での研究を推進

研究テーマ

• ナノカーボン形成制御：ナノチューブの位置制御、グラフェンの大面積化等、ナノカーボンを応用する
ために必要な形成制御技術の確立

• ナノ空間の物質科学：ナノチューブの表面・内部空間に
局在する物質の状態・新奇物性の解明

• 生体分子との相互作用：DNA・ナノチューブ複合
体の光物性の解明と、ナノチューブによる生体分子認識
技術の確立

• 新奇物性の解明：理論的研究と計測技術の連携による
ナノチューブ、グラフェンの電子物性、高速電子との相互
作用、超伝導性、磁性に関する新奇物性の解明

組織の現状と将来展望

• 国内での連携体制は確立されたが、海外グループとの連携が欠けているので、理科大の国際連携の
仕組みを利用して海外研究者との連携を進める。

• 設置期間終了には「理論と実験の連携を特徴としたナノカーボンの研究グループ」として内外に認知さ
れる組織となることを目指す。

今後の研究テーマについて
• 二次電子放出の研究を理論と実験の新たな連携テーマとして取り上げる。
• ナノチューブを低次元ナノ空間として用いることで、他の物質との複合物性や機能を実現させる。

• ナノチューブやグラフェンの表面の水の凝集層が摩擦に及ぼす影響については、電通大のナノトライ
ボロジー研究ステーションとの連携研究を検討する。

研究推進体制

― 16 ― ― 17 ―
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光触媒国際研究センター（光触媒研究推進拠点）
Photocatalysis International Research Center
設置期間：2013年4月1日～2018年3月31日

メンバー構成
（センター長）

学長 藤嶋昭

（副センター長）

基礎工学部・材料工学科・教授 安盛敦雄

（本務教員）

総合研究院・教授 阿部正彦

総合研究院・准教授 寺島千晶

総合研究院・准教授 勝又健一

総合研究院・助教 鈴木孝宗

（併任教員）

理学部第一部・応用化学科・教授 工藤昭彦

理学部第一部・応用化学科・教授 駒場慎一

理学部第一部・応用化学科・教授 根岸雄一

理工学部・先端化学科・教授 湯浅真

理工学部・先端化学科・教授 井手本康

理工学部・先端化学科・教授 酒井秀樹

理工学部・先端化学科・教授 有光晃二

理工学部・機械工学科・教授 早瀬仁則

基礎工学部・電子応用工学科・教授 佐竹信一

理工学部・応用生物科学科・准教授 中田一弥

理工学部・先端化学科・准教授 藤本憲次郎

理工学部・教養・准教授 鈴木智順

薬学部・薬学科・准教授 和田浩志

理学部第一部・応用化学科・講師 岩瀬顕秀

理工学部・先端化学科・講師 四反田功

理工学部・先端化学科・講師 近藤剛史

理工学部・先端化学科・講師 北村尚斗

続（併任教員）

理工学部・先端化学科・助教 石田直哉

理工学部・先端化学科・助教 古谷昌大

諏訪東京理科大学・工学部・教授 渡邊康之

（客員教授）

ユーヴィックス（株）・代表取締役 森戸祐幸

山陽小野田市立山口東京理科大学・理事長 池北雅彦

慶應義塾大学・理工学部・教授 栄長泰明

鶴見大学・歯学部・教授 花田信弘

鶴見大学・歯学部・教授 里村一人

旭ダイヤモンド工業（株）・所長 上塚洋

（客員准教授）

山陽小野田市立山口東京理科大学・准教授 池上啓太

上智大学・理工学部・准教授 堀越智

千葉工業大学・工学部・准教授 柴田裕史

理化学研究所・専任研究員 川本益揮

神奈川県立産業技術総合研究所・主任研究員 落合剛

（ポストドクトラル研究員）

Roy Nitish
中林 志達

設置目的
セルフクリーニング・環境浄化・人工光合成を三本柱とした光触媒に関する研究を行い、植物工場
などへの応用を考え、光触媒技術を新たなステージへと進化させる研究開発を目的とする。

研究テーマ

組織の現状と将来展望
文部科学省の共同利用・共同研究拠点で認定
される「光触媒研究推進拠点」をベースとし、
総合研究院光触媒国際研究センターの体制を
再構築してより一層の発展を目指す。

省エネ・環境配慮型社会の実現
安全安心な健康社会の実現

快適空間の実現

・光触媒付き樹脂ガラスの開発
・建材への光触媒遮熱塗料の開発
・高効率水分解光触媒材料の開発
・二酸化炭素を原料とする燃料
生成プロセスの研究開発

・光触媒のモビリティ応用
・水・空気浄化に向けた除菌
技術の開発

・光触媒式モスキートトラッ
プシステムの開発

・植物工場における有用植物
の生産技術開発

・内装材用環境浄化型光触媒の開発
・室内空間への太陽光導入システムの開発

公募課題選定委員会

総合研究機構 総合研究機構運営委員会研究推進室

人工光合成Gr

環境浄化Gr

研究グループ

光触媒国際研究センター

植物工場PT

モビリティPT

実用化チーム光触媒研究推進拠点

センター運営委員会

共同施設・共同利用
運営委員会

評価委員会

研究テーマ策定WG

設備・機器管理WG

セルフクリーニングGr 光道管PT
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研究成果ハイライト①
光触媒方式による希少糖の生成

希少糖

xylitol
cavity 

protection
 

allose
 

Inhibition
of cancer

cell growth
 

がん細胞の
成長抑制

アロース キシリトール

L-アラビノース

6,000円 / 25 g

TiO2

UV

L-エリスロース

23,000,000円 / 25 g 1,600円 / 25 g

TiO2

UV

D-ソルビトール L-グロース

22,500,000円 / 25 g

H

HOH2C

HO H

H OH
O

O

D-アラビノ-1,4-ラクトンフルクトース（果糖）

1,600円 / 25 g 640,000円 / 25 g

抗う蝕性
甘味料

薬剤や食品添加物として有用

TiO2

UV

光触媒を用いることにより、ワンステップで希少糖を生成

研究成果ハイライト②
光触媒を用いた文化財保護の試み
日光の社寺（世界文化遺産）

紫外線による漆膜の退色
彩色部（にかわ）へのカビ発生

漆塗り建造物の経年劣化

漆膜への酸化チタン薄膜コーティング

意匠性の保持が困難日光東照宮本殿脇すき塀

薄膜の透明性により漆の意匠性を保持
紫外線を吸収することで漆膜の保護
酸化分解力によるカビの分解

酸化チタン薄膜
コーティング後の漆膜

が期待

耐候試験による漆膜の意匠性保持の検討
現地から採取し、同定したカビを用いた分解実験

拡大写真
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構成メンバー：
部門長 理工学部 応用生物科学科・教授 古市 貞一

薬学部 薬学科・教授 岡 淳一郎
幹事 理学部 応用物理学科・教授 荒木 修

基礎工学部 電子応用工学科・教授 相川 直幸
工学部 情報工学科・教授 池口 徹

幹事 生命医科学研究所・教授 中村 岳史
理工学部 経営工学科・准教授 西山 裕之

幹事 基礎工学部 生物工学科・准教授 瀬木 恵里
幹事 理工学部 機械工学科・准教授 竹村 裕

理工学部 教養・講師 市川 寛子
理学部 応用物理学科・助教 浦川 智和
理工学部 応用生物科学科・助教 佐野良威

＊ 福島県立医科大学・助教 橋本 光広
＊ 高知工科大学・助教 木村 岳裕

＊東京理科大学客員研究員

脳学際研究部門 Brain Interdisciplinary Research Division (“BIRD”)

設置期間：2016年4月1日～2021年3月31日

脳と神経情報・システムの多分野融合型研究開発基盤

「認 知」
機構解明・障害改善
モデル化・技術応用
計測・アシスト開発

QOLの向上

脳と神経情報・システムの多分野融合型研究開発基盤

認知のメカニズム
→ 障害の解明・改善

脳の健康と疾患
メカニズム

①

認知のイメージングや心理
→ 数理モデルや脳型技術

脳の情報と
システム

②

BIRD plus: 医療機関

や海外の研究者と連携

RIST: 総研院内の関連

分野や異分野の部門と連携

認知の計測や評価→
脳計測やアシスト技術の創出

③脳の計測と技術開発

学内研究者12名（6学部/研究所‐10学科）+ 学外研究者2名

理科大発の独創的-革新的な脳神経科学の発信
（脳の健康・脳のモデル化・脳の計測とアシスト）

設置
目的
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約 1 cm: 2 g

脳波計と脳カメラの小型／無線装置を開発し認知・
記憶行動の脳計測から数理統計までの異分野融合研究

課題

超小型ミニ顕微鏡

raw data

波形認識
信号処理

①小型ウェアラブル
脳計測装置開発

②疾患モデルマウスの
認知・記憶行動解析

③脳波信号の時系列
情報解析

BIRD
連携 BIRD

連携

小動物のマウスに適用可能で軽量化・低消費電力化（長時間計測）・無線障害への
耐性を備える無線脳波計測装置を作製した。この装置を用いて、認知行動時のマウス
頭部から脳波を安定的に測定する系を立ち上げた。脳波の実時間解析も検討した。

電極端子
固定用ICソケット

ケーブル接続

無線脳波計測装置

図1. 無線脳波計測装置のマウス頭部への安定的な設置

小型脳波計測装置

Bluetooth Low Energyを採用

脳活動イメージングに適用
(Ca2+ 蛍光イメージングなど

社会認知・記憶の障害モデ
ル動物の解析

覚醒状態で自由に行動している
マウスの脳波を計測

①部位同定と
遺伝子発現

②ネットワーク変
化の関連性

③分子機能変化
の関連性

遺伝子共発現
ネットワーク解析

うつ病態
改善

海馬

前頭前野

記憶・不安

ストレス反応
食欲、睡眠
性欲

認知機能
（判断）

情動

新規作用
（痛覚・統合失調

・認知症
肥満・不眠）

視床下部

側坐核

抗うつ治療
抗うつ薬

電気ショック療法
心理治療

抗うつ治療が海馬神経の発達・成熟に関わる機能を調節していることを示唆した。

BIRD
連携

BIRD
連携

扁桃体

内部状態に由来する歩行の特徴を抽出・評価

②認知心理学実験①発達障害者などの
社会性認知計測

BIRD
連携

BIRD
連携

③生体機械工学的歩行計測

性格特性の差は，歩行時の腰の動きと関連が強いことが分かった。

ヒトの歩行動作と性格特性の関連性の研究

うつ病関連の神経回路における遺伝子発現データマイニング

課題

課題

マイクロア
レイデータ

機械学習など
によるデータ
マイニング
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アグリ・バイオ工学研究部門
(Division of AgriBiotechnology)

作物の生産性向上に関する理工学的アプローチの研究

設置期間：2015年4月1日～2020年3月31日
メンバー構成
（部門長） 島田浩章（基礎工学部・生物工学科）
（併任教員）田村浩二、十島二朗、有村源一郎、清水公徳（基礎工学部・生物工学科）

石黒 孝、安盛敦雄（同・材料工学科）、佐竹信一（同・電子応用科学科）
古宮裕子（同・長万部教養）、朽津和幸・松永幸大（理工学部・応用生物科学科）、 石川 仁（工学部・

機械工学科）、太田尚孝（理学研究科科学教育専攻）
（客員） 木下 哲（横浜市立大学・教授）、藤巻 秀（量研機構・上席研究員）、

河地有木（量研機構高崎研究所・上席研究員）、吉原利一（電力中研・主席研究員） 相馬亜希子（千葉
大学・助教）
（外部評価委員） 東京大学農学研究科・教授 篠崎和子

農研機構・ユニット長 土岐精一
理化学研究所・チームリーダー 関 原明

細胞・個体・集団レベルでの植物機能の増進を図る

Plans to the Plants for the Planet
Division of Agri-Biotechnology

We committed to create a new horizon of agribiotechnology based on the engineering and technology.

植物科学

食糧安全保障
地球温暖化
少子高齢化
食の安全

農学
気象学

気象環境
土壌環境

篤農家
第６次産業化

IT技術
機械・土木

生理学
遺伝学
生化学
分子生物学
病理学

育種学
栽培学
肥料学

工学

工業利用・医薬原料
バイオマス高度利用
再生可能エネルギー

高付加価値
流通革命

食糧の安定供給
良食味・高品質

組換え体作物
ゲノム編集

農産加工

東京理科大学にアグリバイオ工学の研究拠点を構築し、理
工学研究と農学分野との協調による
新たな研究の地平を築く→農学の再デザイン

新しい学問領域を開拓する
アリーナ（食料環境科学）

― 22 ― ― 23 ―― 22 ― ― 23 ―



Volatile
signals

INDIRECT
DEFENSE

Carnivores

Parasitoids 

DIRECT
DEFENSE

Herbivores

Toxic molecules
Physical barriers

Herbivore enemy

PLANT-PLANT
COMMUNICATION
(TALKING TREES)

Attraction

Induced 
defense 
responses

Attack

敵の敵は味方：天敵を呼ぶ方法

変異体野生型

塊茎の切片をヨウ素デンプン反応により染色した

5

10
15
20
25

0

*
*

*
*

WT 103 157105 123

ゲノム編集で低アミロースジャガイモが得られた

塊茎のアミロース含量

2017.7.3 読売新聞夕刊で紹介された

塊茎

mutant

実験と数値計算を用いた稲稈 剛性モデリングと穂波シミュレーション

揺動のパターンを決めるもの
風の強さ、向き、
配置、密度
植物の力学的特性

流体個体
連成問題

スマート農業 →ロボット技術や情報通信技術を活用した農業

様々な生育データの生育や分析

植物の揺動シミュレーション

炭酸ガスの動態を可視化する技術

公開シンポジウム

流体シミュレーション（流体力学）
+

植生シミュレーション
（材料力学、振動力学）

アグリバイオに関する
トピックスの紹介と
研究成果の発表・討論
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再生医療とＤＤＳの融合研究部門
Fusion of Regenerative Medicine with DDS

設置期間：２０１５年４月～２０２０年３月

メンバー構成 （2017年10月1日現在）

（併任教員）

（部門長） 薬学部 薬学科 教授

薬学部 薬学科 教授

薬学部 薬学科 教授

薬学部 薬学科 教授

薬学部 薬学科 教授

薬学部 生命創薬科学科 教授

薬学部 生命創薬科学科 教授

薬学部 生命創薬科学科 教授

薬学部 薬学科 嘱託教授

薬学部 生命創薬科学科 嘱託講師

薬学部 薬学科 助教

薬学部 薬学科 助教

薬学部 薬学科 助教

薬学部 薬学科 助教

薬学部 薬学科 助教

薬学部 生命創薬科学科 助教

薬学部 生命創薬科学科 助教

牧野 公子

山下 親正

礒濱 洋一郎

花輪 剛久

西川 元也

深井 文雄

後藤 了

内呂 拓実

大島 広行

伊豫田 拓也

堀江 一郎

河野 弥生

竹内 一成

草森 浩輔

秋田 智后

島田 洋輔

坪郷 哲

生命医科学研究所 所長

基礎工学部 材料工学科 教授

基礎工学部 材料工学科 助教

工学部第二部 電気工学科 教授

理学部第一部 応用化学科 教授

理工学部 情報科学科 講師

基礎工学部 教養 講師

技術者

江角 浩安

菊池 明彦

石原 量

西川 英一

大塚 英典

入山 聖史

秋山 好嗣

中嶋 武尚

（客員） 客員教授 １０名、 客員研究員 ３名

機能性高分子担体の開発

細胞増殖因子を包含しやすく、しかも体内安定性に優れた担体の開発を試みる。そのために、リン酸化PEGなどの新規ポリマーの分子設

計とこれに基づく調製を行う。（基剤開発グループを中心）

 ナノＤＤＳ

主として、細胞増殖因子含有ナノコンポジット粒子の経肺投与によってCOPDを克服するためのDDS、および経皮吸収によって全身性の

薬物投与を行うDDSを開発する。いずれも、PLGAおよび現在開発中のリン酸化PEGなどを担体として用いて、種々の粒子径を持つナノ粒

子を調製し、その体内動態および体内安定性を調べ、標的部位移行性の高い製剤の調製法を確立する。また、ナノ粒子の体内動態に及

ぼす粒子径と表面物性の影響に関しては、金コロイドを用いて検討し、ナノ粒子の血液中での動きをシミュレーションする。また、効率的に

脳梗塞を治療するための薬物含有DDS製剤を検討する。（製剤設計と物性評価グループ中心）

疾患に伴う生体内分子の分布異常の探索

COPD等の肺疾患に見られる肺サーファクタントの異常が、血管再生阻害等の他の疾患でも観察されると予測されるので、粘膜上皮に発

現する異常生理活性物質の探索を行う。（臓器再生グループ、DDS製剤の生理活性評価グループ）

新たな再生医療戦略の基盤を構築する。さまざまな原因による不可逆性の臓器の損傷を、生物学･医学的知見と工学的技術を組み合わせて、

治療する再生医療を、より効果的に行う事が出来るようになると期待される。

現在、分子生物学の飛躍的な進歩によって、血管新生が再生医療を担うという考え方が報告されつつある。今まで、再生不可能と思われてい

た、肺胞、心臓、脳の細胞の再生が可能であるという考え方である。そのためには、「細胞増殖因子を徐放するDDS」と「標的臓器に運ぶDDS」が

必要である。 細胞増殖因子など、生体由来の成分の探索の他に、薬物との併用療法による再生を視野に入れた研究が始まりつつある。

本研究部門の代表者と分担者は、平成22年度からの5年間、戦略的研究基盤形成支援事業プロジェクトにて、肺、ナノＤＤＳ、粘膜吸収に関す

る共同研究を行ってきた。そこで得られた技術や知見を元に、更に再生医療へ展開し、再生医療とDDSの融合へ向けた共同研究を推進していく。

設置目的

研究テーマ

組織の現状と将来展望
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再生医療とＤＤＳの融合研究部門
Fusion of Regenerative Medicine with DDS

設置期間：２０１５年４月～２０２０年３月

メンバー構成 （2017年10月1日現在）

（併任教員）

（部門長） 薬学部 薬学科 教授

薬学部 薬学科 教授

薬学部 薬学科 教授

薬学部 薬学科 教授

薬学部 薬学科 教授

薬学部 生命創薬科学科 教授

薬学部 生命創薬科学科 教授

薬学部 生命創薬科学科 教授

薬学部 薬学科 嘱託教授

薬学部 生命創薬科学科 嘱託講師

薬学部 薬学科 助教

薬学部 薬学科 助教

薬学部 薬学科 助教

薬学部 薬学科 助教

薬学部 薬学科 助教

薬学部 生命創薬科学科 助教

薬学部 生命創薬科学科 助教

牧野 公子

山下 親正

礒濱 洋一郎

花輪 剛久

西川 元也

深井 文雄

後藤 了

内呂 拓実

大島 広行

伊豫田 拓也

堀江 一郎

河野 弥生

竹内 一成

草森 浩輔

秋田 智后

島田 洋輔

坪郷 哲

生命医科学研究所 所長

基礎工学部 材料工学科 教授

基礎工学部 材料工学科 助教

工学部第二部 電気工学科 教授

理学部第一部 応用化学科 教授

理工学部 情報科学科 講師

基礎工学部 教養 講師

技術者

江角 浩安

菊池 明彦

石原 量

西川 英一

大塚 英典

入山 聖史

秋山 好嗣

中嶋 武尚

（客員） 客員教授 １０名、 客員研究員 ３名

機能性高分子担体の開発

細胞増殖因子を包含しやすく、しかも体内安定性に優れた担体の開発を試みる。そのために、リン酸化PEGなどの新規ポリマーの分子設

計とこれに基づく調製を行う。（基剤開発グループを中心）

 ナノＤＤＳ

主として、細胞増殖因子含有ナノコンポジット粒子の経肺投与によってCOPDを克服するためのDDS、および経皮吸収によって全身性の

薬物投与を行うDDSを開発する。いずれも、PLGAおよび現在開発中のリン酸化PEGなどを担体として用いて、種々の粒子径を持つナノ粒

子を調製し、その体内動態および体内安定性を調べ、標的部位移行性の高い製剤の調製法を確立する。また、ナノ粒子の体内動態に及

ぼす粒子径と表面物性の影響に関しては、金コロイドを用いて検討し、ナノ粒子の血液中での動きをシミュレーションする。また、効率的に

脳梗塞を治療するための薬物含有DDS製剤を検討する。（製剤設計と物性評価グループ中心）

疾患に伴う生体内分子の分布異常の探索

COPD等の肺疾患に見られる肺サーファクタントの異常が、血管再生阻害等の他の疾患でも観察されると予測されるので、粘膜上皮に発

現する異常生理活性物質の探索を行う。（臓器再生グループ、DDS製剤の生理活性評価グループ）

新たな再生医療戦略の基盤を構築する。さまざまな原因による不可逆性の臓器の損傷を、生物学･医学的知見と工学的技術を組み合わせて、

治療する再生医療を、より効果的に行う事が出来るようになると期待される。

現在、分子生物学の飛躍的な進歩によって、血管新生が再生医療を担うという考え方が報告されつつある。今まで、再生不可能と思われてい

た、肺胞、心臓、脳の細胞の再生が可能であるという考え方である。そのためには、「細胞増殖因子を徐放するDDS」と「標的臓器に運ぶDDS」が

必要である。 細胞増殖因子など、生体由来の成分の探索の他に、薬物との併用療法による再生を視野に入れた研究が始まりつつある。

本研究部門の代表者と分担者は、平成22年度からの5年間、戦略的研究基盤形成支援事業プロジェクトにて、肺、ナノＤＤＳ、粘膜吸収に関す

る共同研究を行ってきた。そこで得られた技術や知見を元に、更に再生医療へ展開し、再生医療とDDSの融合へ向けた共同研究を推進していく。

設置目的

研究テーマ

組織の現状と将来展望
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レバミピド含有口腔粘膜用製剤の開発
花輪 剛久, 河野 弥生（薬学部・薬学科）

がん化学療法や放射線療法の副作用の一つである口腔粘膜炎は口腔粘膜のびらんにより激しい痛み
を伴い、摂食障害や睡眠障害を引き起こす。

 RBは難水溶性であり、含嗽液は懸濁液として調製されているため、使用前に再分散が必要となる。
本研究では、RB、水溶性高分子(HPC) 及び界面活性剤(SLS)の三成分系の湿式粉砕によりRBを微粒
子化し、RBの分散安定性および粘膜付着性を評価した。

Sample
No.

Dispersing media Particle size Zeta potential          
(mV)

Viscosity   
(mPa・s)

Solubility   
(μg/mL)

Polymer % Surfactant
%

Mean (nm) 
± S.D.

L-0.25
HPC-L

0.25

SLS         
0.1

167.2 ± 0.7 -20.74 0.93 24.27
L-0.5 0.5 143.9 ± 0.6 -18.07 0.91 29.28
L-1.0 1.0 141.7 ± 1.3 -12.68 0.93 39.55

SL-0.25
HPC-SL

0.25 188.5 ± 1.5 -22.48 0.96 22.91
SL-0.5 0.5 144.3 ± 1.5 -18.20 0.94 39.33
SL-1.0 1.0 133.0 ± 1.1 -13.65 0.96 50.91

SSL-0.25
HPC-SSL

0.25 191.4 ± 0.7 -20.68 0.94 33.28
SSL-0.5 0.5 133.7 ± 2.0 -20.67 0.93 33.37
SSL-1.0 1.0 126.6 ± 0.7 -15.39 0.95 54.15

Table 1. Particle size,  zeta potential and solubility of ground RB using various dispersing 
media
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Fig. 1 Amount of SSL-0.5 solution remaining on the QCM-D sensor

 いずれのHPCを用いた系においても、RBのナノ粒子化が認められた (Table 1)。
 得られたナノ粒子懸濁液は、粘膜付着性を有することが明らかとなった (Fig. 1)。

本研究で得られたナノ懸濁液は、口腔粘膜用製剤として適応可能である。

背景・目的

結果

研究成果ハイライト① 臓器再生グループより

研究成果ハイライト② DDS製剤の生理活性評価グループより
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先進的予防・診断技術
開発チーム

新規治療技術
開発チーム

機能回復技術
開発チーム

個別化医療技術
開発チーム

相川 堂脇 大和田 早瀬 菊池
元祐 小林 山本（誠）

山本（隆）竹村 伊藤 高嶋

青木 秋本
月本 湯浅

坂井

企業
（創薬、機能性薬品開発

医療機器、製品化）

地方自治体
（在宅医療）

病院・介護施設
（診断・治療・介護機器開発）

健康長寿を育む都市づくりチーム

医理工連携研究部門
（平成26年度～平成30年度）

工

理・薬

外部連携機関
医療機関：国立がん研究センター東病院、東京慈恵医大科大学、日本医科大学、東京女子医科大学
研究機関：理化学研究所、かずさDNA研究所、産業技術総合研究所
自治体：流山市、野田市

安部 江角
北村 久保
後飯塚

医学部 研究機関
（予防、治療法、開発）

医

設置目的

理系総合大学である本学で涵養されてきた高度に専門化した科学技
術を分野横断的に集約・連携し、学外医療機関や自治体との連携を
通じて、医療や健康増進に寄与する技術やシステムを創出する。誰

もが健やかに快適に生活できる健康長寿社会の実現に貢献する。

研究成果

• 先進的予防・診断技術開発チーム

– 病気の早期診断システムの開発

脳動脈瘤（山本）、CTC（青木ら）、眼科疾患（大和田）

• 新規治療技術開発チーム

– 治療のための化合物や生物製剤や治療法の開発

• ヒト抗がん抗体（北村）、オルガネラターゲッティング（安部）、機械学習と創薬
（青木、大和田）

• 機能回復技術開発チーム

– 在宅医療、介護に役立つロボットや装置の開発（小林）

• 個別化医療技術開発チーム

– 大規模臨床オミクス情報を利用した病気の診断、予後予測システムの開発（久保）

• 健康長寿を育む都市づくりチーム

– 地域包括ケアシステム、健康増進・介助離脱プログラムの構築

• 野田市との連携事業（高嶋）、

– ・未病”のための街づくり
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血中循環がん細胞（CTC）の検出・分析・除去システムの開発

CTC Detection (CTC検出）・Diagnosis（診断）

動物実験
臨床

マウス
がん患畜
(犬・猫）

CTC分離・濃縮

CTC・クラスター
人工的調製・解析

磁気ビーズ

ガラス
フィルター

少量 ➡ 大量

フィルター
ホルダー

マイクロ流路

画像解析ソフト開発

誘電泳動

竹村 裕
（理工・機械）

早瀬 仁則
（理工・機械）

秋本 和憲
（薬・創薬）

久保 允人

（生命研）
相川 直幸
（基礎工・
電子応用）

安盛 敦雄
（基礎工・材料）

画像解析(ソフトウェア開発）

元祐 昌廣
（工・機械）

青木 伸
（薬・創薬）

伊藤 典彦

（鳥取大農）

大崎 智弘

Dr. B. Shashni
(PD)

Prevention(予防）
Precision medicine 
(精密医療）

Machine Learning
（機械学習）

Screening from library of Drug 
Discovery Initiative (DDI), 

the Univ. of Tokyo （東大創薬機構）
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KH-13

Relationship of radioprotecting activity 
& toxicity (WST-8 assay)

N
OH

X

8-quinolinol derivatives
reported as Zn2+ 

enzyme (APP) inhibitors
(JBIC, 2012)

Zn2+

Zn2+

DNA damage
Activation of p53

Apoptosis

MOLT-4 cells
（model of normal cells)

Radiation

TT-14

放射線治療用の放射線防護剤の開発（機械学習＋ランダムスクリーニング）

TT-17

Zn2+

Prof. H. Ohwada
（大和田 勇人教授）
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アカデミック・ディテーリング・データベース部門
Academic Detailing Database Division

設置期間：2014年4月1日～2019年3月31日
メンバー構成

（部門長） 小茂田 昌代 薬学部薬学科・教授
（併任教員） 青山 隆夫 薬学部薬学科・教授

花輪 剛久 薬学部薬学科・教授
望月 正隆 薬学部薬学科・教授
嶋田 修治 薬学部薬学科・准教授
根岸 健一 薬学部薬学科・准教授
真野 泰成 薬学部薬学科・准教授
鈴木 立紀 薬学部薬学科・准教授
佐藤 嗣道 薬学部薬学科・講師
高澤 涼子 薬学部薬学科・講師
吉澤 一巳 薬学部薬学科・講師
河野 弥生 薬学部薬学科・助教
河野 洋平 薬学部薬学科・助教
尾関 理恵 薬学部薬学科・助教
宮崎 智 薬学部生命創薬科学科・教授
後藤 了 薬学部生命創薬科学科・教授
和田 毅 薬学部生命創薬科学科・教授
江角 浩安 生命医科学研究所・教授
山根 里香 経営学部経営学科・准教授

（客員教授） 寺下 真人 株式会社ユニケソフトウエアリサーチ顧問
（客員教授） 杉平 直子 株式会社メディカルデータベース代表取締役
（客員教授） 山本 美智子 昭和薬科大学教授

設置目的

アカデミック・ディテーリングとは、コマーシャルベースではない，公正中立な医薬品情報を基に，基礎薬
学を臨床活用できるデータベースを構築し，医師の処方行動を変えることである。
医薬品の特性につながる基礎薬学的視点より、薬剤を比較できるデータベースを開発し、処方支援システム

を開発する。また、アカデミック・ディテーラー養成教育、アカデミック・ディテーリングの試行を行い、ア
カデミック・ディテーリングを広く普及させる。

研究テーマ
（データベースの開発）

基礎薬学を臨床活用する視点から医
薬品の特性を比較できる、アカデミック・
ディテーリング・データベースを開発する。

（アカデミック・ディテーリングの普及）

基礎薬学を活用した公正中立な医薬
品比較情報の重要性をアピールし、アカ
デミック・ディテーラーの養成を開始し、
アカデミック・ディテーリングを普及させる。

（産学連携による最適処方へ）
製薬会社のメディカル・サイエンス・リエゾ
ン養成との連携関係を創成する。

（研究のゴール）
公正中立な基礎薬学を活用した医

薬品情報を提供することで、最適な
処方につなげ、日本の薬物治療の質
の向上に貢献する。
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薬剤の基礎薬学的視点から比較を可能にするシステムの開発

添付文書情報やインタビューフォームから、構造式、物理化学的特徴、薬物動態的特徴など、比較し
たい情報を選択することで、比較しやすい一覧表示を可能とした。

１、患者の病態より、
推奨される薬効群
（作用機序）を選択

２、同じ薬効群から、
患者の病態に適した
特性をもつ薬剤を
１つ選択

基礎薬学の臨床活用

研究成果ハイライト①

…

アカデミア 製薬企業医療機関

産学連携による最適処方へ

海外

基礎薬学の臨床
活用データベース
開発

高度な医薬品情報を
提供するメディカル・サイ
エンス・リエゾン養成

副作用
データベース

アカデミック・ディテーリング戦略プロジェクト
薬の比較情報提供に係る連携

医薬品比較情報を
提供するアカデミック
・ディテーラー養成
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設置期間：2014年4月〜2019年3月	
メンバー構成：下記学内併任教員：25名、学外客員研究員：30名	
（センター長） 	     薬学部・生命創薬科学科・教授 	樋上　賀一	

トランスレーショナルリサーチ（TR）センター 

探索グループ	
	
	
	
	
	
　　　　　	
創薬グループ	
	
	
	
	
	
	
薬効・機能評価グループ	
	
	
	
	
	
	
臨床試験グループ	
	
	
	

西山　千春（グループ長）	
深井　文雄	
佐藤　圭子	
秋本　和憲	
伊豫田　拓也	
八代　拓也	
小林　正樹	 		
和田　猛（グループ長）	
花輪　剛久	
西川　元也	
鳥越　秀峰	
大塚　英典	
河野　弥生	
原　倫太郎	
岡　淳一郎（グループ長）	
樋上　賀一 		
礒濱洋一郎	
東　達也	
吉澤　一巳	
小川　祥二郎	
堀江一郎	
小茂田　昌代（グループ長）	
浜田　知久馬	
真野　泰成	
佐藤　嗣道	

基礎工学部・生物工学科・教授	
薬学部・生命創薬科学科・教授	
理工学部・情報科学科・准教授	
薬学部・生命創薬科学科・准教授	
薬学部・生命創薬科学科・嘱託講師	
基礎工学部・生物工学科・嘱託助教	
薬学部・生命創薬科学科・嘱託助教		
薬学部・生命創薬科学科・教授	
薬学部・薬学科・教授	
薬学部・薬学科・教授	
理学部・応用化学科・教授	
理学部・応用化学科・教授	
薬学部・薬学科・嘱託助教	
薬学部・生命創薬科学科・嘱託助教	
薬学部・薬学科・教授	
薬学部・生命創薬科学	・教授	
薬学部・薬学科・教授	
薬学部・薬学科・教授	
薬学部・薬学科・講師	
薬学部・薬学科・嘱託講師	
薬学部・薬学科・嘱託助教	
薬学部・薬学科・教授	
工学部第一部・経営工学科・教授	
薬学部・薬学科・准教授	
薬学部・薬学科・講師	
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幾つかの難治性悪性腫瘍でがん原遺伝⼦子産物  N-‐‑‒Myc  が⾼高発現し予後不不良良の原因となるが、�
N-‐‑‒myc  を標的とする薬剤および治療療法は実現していない�

研究成果ハイライト① 

がん原遺伝子産物 MYC タンパク質を標的とした 
難治性悪性腫瘍の新規薬物治療薬の開発（深井研） 

インテグリン不活性化により N-Myc 分解を誘導！！ 

Fibronectin�

世界初の⼩小細胞肺がん治療療薬�
として����る��

N-‐Myc	  分解誘導は	  
小細胞肺がんでも確認！	  

2017年6月13日、7月12日に	  
日本経済新聞で紹介	
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赤外自由電子レーザー研究センター
Infrared Free Electron Laser Research Center (FEL-TUS)

設置期間：2009年4月1日～

メンバー構成 2017年4月1日～
センター長 理学部第一部・化学科・教授 築山光一
併任教員 理学部第一部・物理学科・教授 徳永英司

理学部第一部・応用物理学科・講師 宮島顕祐
理学部第一部・応用物理学科・嘱託講師 中嶋宇史
理学部第一部・化学科・助教 小山貴裕

プロジェクト研究員 総合研究院 今井貴之
総合研究院 川﨑平康
総合研究院 荒木光典

客員教授 高エネルギー加速器研究機構・教授 加藤龍好
University of New Brunswick・Professor S. C. Ross

客員研究員 大阪大学産業科学研究所・助教 入澤明典
境界科技研 鳥海 実
デンタルクリニックTMP 藤岡 隼

プラットフォーム 研究戦略・産学連携センター 高柳弘昭
コーディネータ

設立理念：赤外自由電子レーザーの高性能化とそれを用いた光科学

半導体の非線形
励起発光現象

MIR-FEL

波長可変性

分光計測に基づく
分子構造解析

高出力・高輝度

パルス性

選択的素励起に基づく
物性解析、反応誘起、

新規化合物創製

他のテーブルトップ
レーザーや測定機器と

の時間的同期

Pump-and-probe法等の新規分光計測
技術開発

気相における分子集合体の構造決定

MIR-FEL

O O
FEL

13C

13Cの濃縮

FEL

アミロイド線維の分解

生命科学、医療応用
固体物理学

時間分解計測に基づく動的現象やダ
イナミクスの追跡

FEL励起過程における中間状態の検出

化学

分光学

先端計測

将来展望：国内の他の自由電子レーザー施設（大阪大学産業科学研究所テラヘルツ自由電子
レーザー施設等）とも連携し、物理・化学、材料科学、生命科学を中心とする基礎研究を推進
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生命科学への応用：皮膚成分メラニンに対する光分解効果

Melanin

Melanomaの死滅

皮膚の色素成分であるメラニンは、ヘテロ環を含む強固な立体構造を形成し、皮膚癌のメラノーマを引き起こ
す。メラノーマに対する選択的な治療方法は確立していない。5-10 µmの指紋領域の振動励起光によりメラニン
を分解できれば、メラノ―マを死滅できる可能性が期待される。

本研究では、メラノ―マに対する選択的かつ効果的なレーザー治療技術の開発を目的として、MIR-FELによる
メラニンの光分解を試みた。

光分解

MIR-FEL

今後の展開：FEL照射により出現した new peak at 1400 cm-1、m/z 563.0 Daの固体NMRによる構造決定
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MALDI-TOFMS of melanin
after FEL irradiation tuned to 1718 cm-1
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Intens.[a.u.]

m/z

治療

化学・分光学 新規反応素過程・新規化合物合成への寄与 装置・計測手法開発

PET

レーザー照射
スポット～ 1 mmφ

温度の時間変化
IR光照射時の温度影響を
定量的に評価

局所的時間分解温度イメー
ジング

材料の熱物性、赤外多光子過程
の機構解明等へ寄与

FEL 7.33 µm照射

O

O

2,3-dihydrofuran (2,3-DHF)

cyclopropanecarboxaldehyde (CPCA)

crotonaldehyde (CA)

O O

cistrans

O

FEL hot
*

評価・解析をサポートする計測手法を提供

Isomerization and dissociation of 2,3-DHF induced by infrared free electron laser
M. Matsubara, F. Osada, M. Nakajima, T. Imai, K. Nishimura, T. Oyama and K. Tsukiyama
J. Photochem. Photobiol. A, 322, 53-59(2016)

赤外多光子吸収反応( Infrared MultiPhoton Absorption ) ⇒ IRMPA

材料科学 高分子薄膜の評価と
高解像度レジスト材料の創製等へ寄与

ポリヒドロキシスチレン（PHOST）のアブレーション

OH

n

高分子構造

Siアブレーション

2000                   1500                   1000                    500

吸
光
度
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PHOSTの赤外スペクトル

アブレーション相対閾値
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構成メンバー

(センター長)

(副センター長)

(併任教員)

(客員研究員)

理工学部物理学科・教授

理工学部応用生物科学科・教授

基礎工学部材料工学科・教授

理工学部応用生物科学科・教授

生命医科学研究所・教授

生命医科学研究所・教授

薬学部生命創薬科学科・教授

基礎工学部材料工学科・教授

理工学部応用生物科学科・教授

理工学部応用生物科学科・講師

理学部第一部化学科・講師

理工学部応用生物科学科・助教

理工学部応用生物科学科・助教

基礎工学部材料工学科・助教

理化学研究所光量子工学研究領域・チームリーダー

大阪市立大学大学院医学研究科・教授

熊本大学国際先端科学技術研究機構・准教授

理化学研究所光量子工学研究領域・研究員

東京大学大学院農学生命科学研究科・特任研究員

須田 亮

朽津 和幸

石黒 孝

古市 貞一

後飯塚 僚

中村 岳史

青木 伸

曽我 公平

松永 幸大

政池 知子

伴野 元洋

北畑 信隆

佐野 良威

上村 真生

横田 秀夫

大谷 直子

桧垣 匠

磯部 圭佑

石川 雅也

イメージングフロンティアセンター

設置期間 2015年4月1日〜2020年3月31日

組織の現状と将来展望
・これまでの活動により学内外の連携体制は整っている。

・最先端イメージング技術の開発ならびに応用展開を通じて研究拠点の形成を図る。

・学内外の研究者に広く公開することにより用途を拡大する。

設置目的
・生物学・生命科学研究に資する革新的イメージング技術を開発する。

・連携研究の促進、若手の技術・情報交流によりイメージング研究の裾野を拡げる。

研究テーマ
・反応、温度、硬さを多次元情報として可視化する技術の開発

レーザー誘起表面変位顕微鏡の開発と単一細胞レオロジー

ナノ粒子の近赤外蛍光を利用したサーモメトリー

酵素作動メカニズムの一分子観察
・深い観察深度を実現する観察障害の除去技術の開発

生体情報や組織・臓器・血管等のネットワークを生きたままリアルタイムで可視化

する技術の開発

植物の自家蛍光を排除した農作物イメージング技術の開発

・神経系、免疫系、動物個体、植物・農作物におけるイメージング研究
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生きた個体で使用可能な二光子励起FRETセンサーの開発

二光子励起顕微鏡で使用でき
るFRETセンサーの開発を目指
し、交叉励起を回避すること
と、散乱を抑えて生体深部を
観察するために、一般的に使
用されるCFP-YFPペアに代え
てGreen-Red蛍光蛋白質ペア
への置き換えを試みた。
mNeonGreen（緑色蛍光蛋白
質）とmRuby2（赤色蛍光蛋
白質）のペアを使ったリン酸
化酵素JNKのセンサーを作製
して、二光子顕微鏡による
FRETイメージングを行った。
レーザー光の波長930 nm、パ
ワー0.5 mWで左のようなデー
タが得られ、基礎検討として
はほぼ十分なタイムラプス画
像を得ることができた。

 

 

イネの葯の花粉形成過程におけるオートファジー
のイメージング

イネの葯で花粉が形成され
る際には、葯の最内層に位
置するタペート細胞がプロ
グラム細胞死を起こすこと
により、花粉に栄養を供給
することが知られている。
この過程で、タペート細胞
内において、オートファ
ジー(細胞内自食作用)が誘導
されることを見出した。
(Kurusu et al. 2016, 2017)
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数理モデリングと数学解析研究部門

設置期間 平成２７年４月１日〜平成３２年３月３１日
メンバー構成
（部門長） 理学部第一部数学科 加藤圭一
（併任教員） 理学部第一部数学科 金子 宏

理学部第一部数学科 太田 雅人
理学部第一部数学科 田中 視英子
理学部第一部数学科 横田 智巳
理学部第一部数学科 杉山 裕介
理学部第一部物理学科 二国 徹郎
理学部第一部物理学科 渡辺 一之
理学部第一部応用数学科 石渡 恵美子
理学部第一部応用数学科 江夏 洋一
理学部第二部数学科 伊藤 弘道
工学部教養 石田 敦英
工学部情報工学科 池口 徹
工学部建築学科 佐々木 文夫
理工学部数学科 牛島 健夫
理工学部数学科 立川 篤
理工学部数学科 平場 誠示
理工学部数学科 相木 雅次
理工学部数学科 側島基宏

設置目的
本学の数学解析に関連する
研究者の結集

主な研究テーマ
１．数理物理モデル：
シュレディンガー方程式の解の表現
の物性物理への応用
２．数理工学モデル：
偏微分方程式の逆問題の
他分野への応用
３．数理生物モデル：
感染症の数理モデルの
理論的研究，数値シミュレーション
および感染症流行の予測

部門間連携活動

・ 「現代代数学と異分野連携研究部門」と合同で運営する数学に関する相
談窓口

相談窓口メールアドレス：m-model-desk-ml@tusml.tus.ac.jp
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研究テーマ１（数理物理モデル）
励起電子と原子の相関ダイナミクスシミュレーションへの応用

時間依存KS方程式，GP方程式などの物理モデル
のシミュレーション

課題：現状の手法では，シミュレーションが有効な時間
が短い

波束変換を用いたシュレディンガー方程式の解の
新たな表現を用いた計算スキーム

K. Kato, M. Kobayashi and S. Ito, Journal of Functional 
Analysis 266(2014), 733-753

長時間安定シミュレーション

物性研究へ応用

シミュレーションの例

健康個体
免疫なし

S

感染個体
I

回復個体
免疫あり

R

研究テーマ3：数理生物モデル 感染症流行の数理モデルによる流行の予測

感染症流行の数理モデル

微分方程式

数理モデルの理論的研究と数値シミュレーション

感染症流行メカニズムの理解

流行の予測：パンデミックになるか

研究テーマ2：数理工学モデル 逆問題の非破壊検査等への応用

逆問題の

数学的理論
数値計算

非破壊検査，
医療機器

（CT,MRI）など
への応用

逆問題＝外部での観測データから
内部を探ること
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現代代数学と異分野連携研究部門
Modern Algebra and Cooperation with Engineering
設置期間 ： 2016年10月1日〜2021年3月31日

(部門長)

メンバー構成

設置目的

代数学内部の相互連携による代数学研究の深化と、20世紀後

半からの代数学ベースの新しい応用分野との連携を発展させ
ると共に、未来へ向けた新しい連携分野を発掘することを目的
とする。

組織の現状

将来展望

基礎研究３グループ

・整数論・数論幾何学 ・可換環論・代数幾何学

・群論・表現論・保型形式論

応用研究３グループ

・計算機代数・計算論理 ・暗号理論・符号理論

・離散数学・組合せデザイン

新たな代数学ベースの異分野連携分野の開拓と、基礎研究か
ら応用研究まで代数学研究の拠点形成を目指す。
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現代代数学と異分野連携研究部門
Modern Algebra and Cooperation with Engineering
設置期間 ： 2016年10月1日〜2021年3月31日

(部門長)

メンバー構成

設置目的

代数学内部の相互連携による代数学研究の深化と、20世紀後

半からの代数学ベースの新しい応用分野との連携を発展させ
ると共に、未来へ向けた新しい連携分野を発掘することを目的
とする。

組織の現状

将来展望

基礎研究３グループ

・整数論・数論幾何学 ・可換環論・代数幾何学

・群論・表現論・保型形式論

応用研究３グループ

・計算機代数・計算論理 ・暗号理論・符号理論

・離散数学・組合せデザイン

新たな代数学ベースの異分野連携分野の開拓と、基礎研究か
ら応用研究まで代数学研究の拠点形成を目指す。
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研究成果その１

代数的整数論
岩澤理論

Artin-Schreier拡大塔を
利用した巨大有限体の構成

保型形式論
表現論

代数多様体論
可換環論

新しい疑似乱数生成器ASTの構成
・長大な周期を持つ疑似乱数を生成
・MersenneTwistorを超える性能

相
互
作
用

相
互
作
用

純
粋
数
学

応
用
数
学

代数的符号
公開鍵暗号

連
携
分
野

数値解析
線形アルゴリズム

超平面配置
Difference systems 
of set の構成

数理シミュレーション

代数多様体
代数方程式の解空間

特異点 分類論

モジュライ空間

有理点

Groebner基底

計算機代数、数式処理

K3曲面やEnriques曲面の
モジュライ理論の究明

正標数代数多様体の
病理的現象の究明

正標数特異点理論の整備

(準)楕円曲線の
有理点のなす群の
構造解明

未知の連携領域

研究成果その２

暗号理論
情報セキュリティ

自己同型群

力学系、エントロピー
との関連
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マルチスケール界面熱流体力学研究部門
Research Division of Multiscale Interfacial Thermofluid Dynamics

設置期間：2017年4月〜2020年3月

メンバー
氏名 所属 研究分野
元祐 昌廣(部門長) 工学部機械工学科 熱流体計測，マイクロデバイス
安藤 格士 基礎工学部電子応用工学科 計算生物物理
上野 一郎 理工学部機械工学科 メゾスコピック界面熱流体力学
金子 敏宏 理工学部機械工学科 分子シミュレーション，熱物性
後藤田 浩 工学部機械工学科 非線形動力学，燃焼反応流
酒井 秀樹 理工学部先端化学科 応用界面化学
住野 豊 理学部第一部応用物理学科 非平衡ソフトマター物理
塚原 隆裕 理工学部機械工学科 熱流体力学，数値流体力学
山本 憲 工学部機械工学科 混相流体力学

＋客員 6 名（全て海外機関に所属）

設置目的

研究内容

組織活動と今後の課題

微視的時空間スケールにおける3相界面近傍でのメゾスコピッ
ク・ダイナミクスに関する知見を多重スケールにおける物質と流
体の相互作用の解明と応用へと発展させ，我が国随一の界面熱流
体力学の国際研究拠点の構築を目指す．

1. 微小物体との干渉を含んだ「動的濡れ」における固気液3相境界ダイ
ナミクスの解明

2. 物性分布が存在する系における流動を利用した液滴・粒子制御
3. 流れ中での細胞とタンパク質との結合と動態

• 改組にあたり，学内メンバー4名，海外メンバー3名を追加し，若手研
究者主体の構成は活かしつつ，対象スケールと研究分野を拡大．

• シンポジウム2回（キックオフシンポジウム，国際シンポジウム），
ワークショップ1回，セミナー3回を実施

• 積極的な国際連携体制の確保：海外からの研究者受入3，学生受入2，
海外への研究者派遣1，学生派遣2

• 今後：部門内共同研究のさらなる推進とともに，学内他部門との協調，
国内学会との連携を行なっていく
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Tokyo University of Science
消防隊員の活動安全基準の設定～熱中症予防の観点から～

重装備をつけた高温環境での活動は、著しい体温の
上昇を引き起こし、熱中症リスクを高める

予防法の確立が必要

体温上昇を抑制する方法を導入・効果検証

アイススラリーを摂取することで体温上昇を抑制し、
安全に運動を継続できる

 人間社会科学領域：全館避難の階段内混雑を軽減しリスクを最適化

 背景
• 全館避難は想定すべき事象
（上階延焼火災，長周期地震，テロ・・・）

 目的
• 実用的階段避難流動予測手法の構築
• 超高層ビルの全館順次避難シナリオの最適化

 研究成果
• 25階建て事務所の全館避難訓練の調査
• 階段の避難流動に関する計算モデルの改良
• EVシャフトを介した煙流動に対するリスク低減と
混雑回避を実現した順次避難シナリオの最適化

■研究成果ハイライト 高層建物からの全館避難の最適化技術を開発！

 発表論文
• 名角貫志，水野雅之，田中教之，王福秋，藤井皓介，門倉博之，佐

野友紀，関澤愛：高層事務所ビルの全館避難訓練時における階段歩
行に関する実測調査とその分析 その１８ －階段での混雑回避を目
指した順次避難計画下の避難流動の分析，日本火災学会研究発表会
梗概集，pp.158-159，2017.

• M. Mizuno, et al.: Development of Mathematical Model of 
Evacuation Flow in a Staircase Based on a Survey Result of a 
Real Evacuation Drill in a High-Rise Office Building, book of 
abstracts Posters, 12th International Symposium on Fire 
Safety Science, p.113, 2017.

FEXIT(1)

FTtoL(1)

Tread(n-1)

FFtoL(n)

FLtoT(n)

FTtoL(n)
Tread(n)

Tread(1)

Landing(n)

nth floor 

1st floor 

Max 1.1p/s

Max 30p
Max 1.1p/s Max 1.1p/s

Max 1.1p/s

Landing(n)1,2,3
Max 14/3p

FL (n)1,2 Max 1.2p/s
計算ボリューム間の各境界での避難流動

階段内の避難流動に関する計算モデル仕様

Landing (n)1
FFtoL(n) FTtoL(n)

FL (n)1,2

Landing (n)3
Landing (n)2

FFtoL(n)

FFtoL(n) + FTtoL(n)

FintoL(n) : 定員から踊り場の人数を引いた
値に応じた許容される流入量

FFtoL(n),eff = FintoL(n)×

FTtoL(n)

FFtoL(n) + FTtoL(n)
FTtoL(n),eff = FintoL(n)×

 FFtoL(n),eff と FTtoL(n),eff は，踊り場が満員の状態になった

場合は次式により計算される。

階段踊り場の許容滞留人数を超えた場合の避難流動
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大気科学研究部門
Atmospheric Science Research Division (ASRD)

設置期間 2016年4月1日〜2019年3月31日

（部門長） 理学部第一部・物理学科・教授 三浦和彦

（本務教員） 総合研究機構・講師 野島 雅

（併任教員） 理学部第一部・物理学科・嘱託教授 橋本 巖
理工学部・教養・講師 永野勝裕
理工学部・土木工学科・講師 仲吉信人
理学部第一部・物理学科・嘱託助教 森 樹大
環境安全センター・副センター長 西川雅高

（客員教授） 8名

（客員准教授） 7名

（客員研究員） 5名

設置目的

南関東のPM2.5の環境基準達成率はいまだ低い。また、自由対流圏と都市大気では雲生成

プロセスが異なる。これらの原因を解明するために、都市・山岳・海洋・越境大気を対象に、

それらの相互作用も含め共同観測を行う。
研究分野の相互関係

研究テーマ

• 都市型PM2.5の高濃度化現象の原因解明

と常時監視データ補正法

• 東京スカイツリーを利用した都市域におけ

る霧・層雲生成機構に関する研究

• 富士山体を利用した山岳大気エアロゾルの

新粒子生成，成長、雲生成に関する研究

• 鉛直観測による都市大気と海洋大気の融

合エアロゾル粒子の変質に関する研究

組織の現状と将来展望
・山岳大気、越境大気：認定NPO法人富士山測候所を活用する会と連携をとって活動する。

・都市大気：環境省推進費（代表名古屋大学長田一雄）の課題と東京スカイツリーを利用し

た共同研究（防災科研、極地研）を中心に行う。

• 海洋大気：東京湾富津岬にて集中鉛直観測を行う。

• 学内外の研究者の輪を広め、部門終了後は、継続性を持つ全国レベルの新たな学術コ

ミュニティを形成したい。
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研究成果ハイライト①エアロゾルの気候影響

「都市大気および山岳大気における雲生成に関する研究」
三浦、森、永野（東京理科大）、岩本（広大）、三隅（防災科研） 、矢吹（京大）

東京理科大学特定研究助成金共同研究助成金（2016-2017年度）

研究成果ハイライト②エアロゾルの健康影響
都市型PM2.5の高濃度化現象の原因解明と常時監視データ補正法

環境省 環境研究総合推進費（2016-2018年度）
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超分散知能システム研究部門
Division of Super Distributed Intelligent Systems

設置期間：2016年4月1日～2021年3月31日

メンバー構成

（部門長） 理工学部・情報科学科・教授 滝本 宗宏

（併任教員） 理工学部・経営工学科・教授 大和田勇人

理工学部・経営工学科・教授 堂脇清志

理工学部・応用生物科学科・教授 朽津 和幸

理工学部・土木工学科・教授 小島 尚人

理工学部・電気電子情報工学科・教授 木村真一

理工学部・経営工学科・准教授 西山 裕之

理工学部・機械工学科・准教授 竹村 裕

理工学部・応用生物科学科・准教授 諸橋賢吾

理工学部・経営工学科・講師 原田 拓

理工学部・情報科学科・助教 松澤智史

理工学部・情報科学科・助教 澄川靖信

（客員教授） 一般財団法人ファジィシステム研究所・特別研究員 玄 光男

設置目的

分散並列処理の基盤技術を発展させるとともに、生物の内部システムや社会性生物から得られる知
見を基にした新しい並列分散モデルを開発し，実践的に使える知能システムを実現する．

研究テーマ
• 分散並列基盤技術の発展：

言語処理系，並列分散アルゴリズ
ム，ネットワークプロトコルにおける
さらなる高速化を進める．

• 分散並列モデルの開発：
生物の内部システムや社会性生物
から得られる知見を基にした新しい
並列分散モデルを開発する．

• 並列分散の応用： 新しい基盤技術と
モデルを基に，データマイニング，
画像処理，機械学習，ロボットシステム，
ソフトウェア工学ツールといった多方面
の応用を実現する．

組織の現状と将来展望
• ２つのプロジェクトに採択されたこと

で，情報科学の酪農における
実践技術を確立できる可能性がある．

• さらに連携の種類と幅を広げる．
• 誰でも使える実践的な知能システムを

実現し，様々な問題解決をサポートする．

研究体制
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研究成果ハイライト① 搾乳ロボットとその他センサによる発情予測

(過去へ←) 結果

ｃ

内分泌データ

行動データ

BCSデータ

発情歴

疾病歴

0

5

0

1

0

1

背景データ

学習データ

機械学習

・帰納論理プログラミング
・サポートベクタマシン
・ランダムフォレスト

IF 背景データの条件
THEN 発情が認められる

IF 背景データの条件
THEN 乳房炎の疑いがある

…
…

ルールベースルールの生成

ルールの適用 ＜最新データ＞

内分泌データ＋行動データ＋ BCSデータ＋・・・

・まもなく発情する可能性がある
・乳房炎の可能性がある
・・・

予測

履
歴
デ
ー
タ

補正(教師有り学習)

＜現在＞

＜未来＞

＜過去＞

・・・
強化

診断

● 乳汁中P4濃度 発情検出 AI 活動量＋ 活動量＋＋ 活動量＋＋＋

発情検出 発情検出

現状の基準値

早期検出

ＡＩ実施

早期検出

ＡＩ実施搾乳ロボットによる
黄体ホルモン計測3Dカメラによる

BCS解析

活動量計による
行動解析

【発情予測例】

研究成果ハイライト② 哺乳ロボットによる飼養管理

【１．乳用子牛等の個体別自動哺乳ロボットの実証】

乳用子牛等の
個体別

自動哺乳ロボット

実証農場への設置：
株式会社田野畑牧場
（コンソーシアムメンバー）

【2-1-①,②ロボット等によるデータ収集システム】

自動哺乳器によるデータ収集
【ホース内】

生乳温度

【哺乳口】

生乳温度

【供給器】

哺乳量
哺乳速度
生乳温度
生乳成分

【サーモグラフィー】

体表面温度の画像

※本事業では鼻の温度
より体温を推定

センサーによる
データ収集

その他データ収集（血液検査・衛生検査・健康状態等各種データ）

哺乳
哺育

成長

分娩

【2-1-③、④子牛・母牛の健康等データ収集】
子牛の健康状況の検証

・健康状態、疾病、発育状況
・飼養環境データ

精密哺乳
哺育管理へ

哺乳後の成牛の検証

【産前・産後】

・BCS
・血液
・疾病状況
・乳量 等

異常乳の
可能性

・乳成分（ｇ/Ｉ量 等）

・泌乳量
・乳成分

【生乳殺菌器】

【３．乳用子牛等の精密哺乳・哺育マニュアルの作成】 ～ 成果の実装・普及へ

飼養管理情報データベース構築 データ解析～人工知能技術 飼養管理アドバイス

ビッグデータ

子牛
データ

母牛・成牛
データ

アドバイスシステム

【2-2、2-3 各種飼養管理データの高度活用技術】 ～ 人工知能技術の活用

データの蓄積データの蓄積 フィードバック
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インテリジェントシステム研究部門
Division of Intelligent System Engineering

設置期間：２０１６年４ 月１日～２０２１年３月３１日

メンバー構成

（部門長）

兵庫 明 （理工学部 電気電子情報工学科 教授）

（兼務）

越地 耕二（嘱託専門員（非常勤））

（併任教員）

木村 真一（理工学部 電気電子情報工学科 教授）

樋口 健一（理工学部 電気電子情報工学科 教授）

山本 隆彦（理工学部 電気電子情報工学科 講師）

松浦 達治（理工学部 電気電子情報工学科 助教）

大和田勇人（理工学部 経営工学科 教授）

森 俊介 （理工学部 経営工学科 教授）

明石 重男（理工学部 情報科学科 教授）

柴 建次 （基礎工学部 電子応用工学科 准教授）

江川 嘉美（理学部第一部 数理情報科学科 教授）

（客員教授）２名

（客員研究員）６名

設置目的

種々の工学技術と理学の融合・相互連携によりヒューマンライクで自律性を持つ人に優しいインテリジェ
ントシステムの医療、宇宙応用に向けての研究開発を行う

研究テーマ
• 医療応用に向けた基礎研究：体内診断用システムや
体内埋め込みシステムなどの医用生体機器の実現

• 宇宙システムの自律化に向けた研究：
小型衛星や衛星搭載機器の高性能化への検討

• ハードウェアに関する研究：
ハードウェアの再構成や特性可変に関する検討

• 通信方式とネットワークに関する研究：
無線通信方式や解析手法に関する検討

• エネルギーシステムに関する研究
エネルギーの効率的利用に関する検討

• ソフトウェアおよび理論の研究：
推論システムなどに関する検討

組織の現状と将来展望

• 各グループは、インテリジェントシステムの要素となる技術の研究成果を多数創出し、基礎的な部分
に関して多くの実績がある。

• 課題解決に向けて問題意識をより一層共有し、いままでの成果を融合させていく。
• 関連分野や応用可能分野への展開のため、他センターや部門と共同研究を行う。

• 学生の育成をより活性化し、博士課程での研究につながるように部門の研究活動をより一層魅力あ
るものとする。

今後の研究テーマについて
• 医療や宇宙応用へ向けて、より具体的なプロジェクトテーマを策定し、プロトタイプを実現する。
• 基礎技術を高め、工業化に向けての研究開発を進める。

研究推進体制
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経皮エネルギー伝送
(Transcutaneous energy transmission : TETS)

非接触で
電力供給

高周波を用いた小児体内に
埋め込み可能な小型の経皮
トランスを検討し、実現の見
通しを得た

DC-Power supply
or battery

Inverter 
circuit

Rectifier and 
smoothing circuit

Rechargeable back up battery

Airtificial 
heart

Outside of the body Inside of the body

Transcutaneous  transformer

補助人工心臓

医用応用関係 ・ケーブルによる電力供給

Hypodermis
Skin

Primary coil

Secondary coil

5mm 0.5mm

ClothesPrimary coil Secondaly coil

試験結果
の再現性

低コストで
試験可能
（動物実
験と比
較）

倫理的問
題をクリ
ア

・人体のモデル化

カーボンマイクロコイル(CMC)
をファントムに添加

ファントム内にコイルを埋込む
実効容量の増加＝＞忠実度を向上

3

・柴グループ・越地・山本グループ

研究成果ハイライト①

人工心臓用経皮エネルギー伝送システムに関する検討

Artificial
heart

アナログ・ディジタル変換器（ADC）の高速化・高精度化

研究成果ハイライト②

研究背景
☺ADCは、医療機器や宇宙機器さらには、IoTなどの

実現のために不可欠の基礎要素回路

☹ADCの高速化と高精度化の両立は困難

β変換・
誤差補正

☺β変換を用いた新たな複合化手法により高精度・高速化への可能性

・兵庫グループ

Vin
Stage 1 Stage 5 Stage N

b1 b5 bn

Delay Array ＆ Error Correction
Digital Code

Stage 6

b6

S/H

2

ADC DAC
b1

Vres1

MDAC(Binary)

従来の高速パイプライン型ADC

∑
=

⋅≈
N

1n
refnnin Vb

2
1V

Stage 1 Stage 5 Stage N
b1 b5 bn

Delay Array ＆ Error Correction

β

ADC DAC β−1

b1

2

ADC DAC
b6

Vin

Digital Code

Vres1 Vres6

MDAC(Non-Binary) MDAC(Binary)

Stage 6

b6

S/H

提案する高速パイプライン型ADC

ref

N

6
n5n

54321
5

54321
4

4321

4
3

321

3
2

21

2
1

1

1
in V)b

2
11b1b1　b1b1b1(V ⋅

βββββ
+

βββββ
+

ββββ
−β

+
βββ
−β

+
ββ
−β

+
β
−β

≈ ∑ −

(1<β<2)

冗長性を用いて誤差を補正

2倍を正確に実現
するのが困難
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先端都市建築研究部門
Division of Advanced Urbanism and Architecture 

設置期間：2014年4月1日	～	2019年3月31日
メンバー構成

（部門長）　　　工学部　　　　建築学科　　　教授　　宇野　　求	
（併任教員）　　工学部　　　　建築学科　　　教授　　伊藤　裕久	
　　　　　　　　工学部　　　　建築学科　　　教授　　郷田　桃代	
　　　　　　　　工学部　　　　建築学科　　　教授　　高橋　　治	
　　　　　　　　工学部第二部　建築学科　　　教授　　河野　　守	
　　　　　　　　工学部第二部　建築学科　　　教授　　今本　啓一	
　　　　　　　　工学部　　　　建築学科　　准教授　　熊谷　亮平	
　　　　　　　　工学部第二部　建築学科　　准教授　　栢木まどか	
　　　　　　　　理工学部　　　建築学科　　　教授　　伊藤　香織	
　　　　　　　　理工学部　　　建築学科　　准教授　　安原　　幹	
　　　　　　　　工学部　　　　建築学科　　　助教　　高　　佳音	
　　　　　　　　工学部　　　　建築学科　　　助教　　石山さつき	
（客員教授）　　東京大学大学院　　　　　名誉教授　　篠原　　修

研究目的：現代建築と都市基盤の更新によるサステナブル、レジリアントな都市環境の計画理論と計画手法の構築

研究テーマ：	
江戸東京の旧周縁地域、河川周辺地域における都市建築の更新手法	
に関する総合研究

・更新過程	更新状況の調査	

・更新のための要素技術研究	
・地域診察診断	
・合意形成と意思決定の仕組み	
　に関する調査分析	

→外濠再生懇談会	

→外濠市民塾	

→神楽坂文化振興倶楽部	

→飯田橋自治会	

→東京文化資源会議

研究体制の枠組：デザイン・技術・文化　

神楽坂デザインラボ展示　　　　　　　　　　　外濠市民塾　　　　　　　　　　　　神楽坂実測調査

― 50 ― ― 51 ―



2017年度	研究成果ハイライト①　サステナブル

飯田橋自治会総会　2017	0608　第2回	外濠再生懇談会　2017	0121　

東京における都市建築の継承と更新のデザイン手法および合意形成の枠組みを追求

第2回	外濠再生懇談会　2017	0121　

飯田橋自治会総会　2017	0608　

大学・地域

地域・行政
外濠水辺再生協議会　2017	0725　

企業

赤坂エリアの外濠 市ヶ谷・飯田橋エリアの外濠

2017年度	研究成果ハイライト②　レジリアント

神楽坂上_大久保通り拡幅に伴う老舗の解体　20170319

神楽坂地域の動態と変容調査、伝統料亭の木造建築実測調査　地域研究の地元還元へ

理科大地域研究の展示＠森戸記念館　2017	05

料亭「うを徳」木造建築実測調査	2017	05 空隙利用から見た木造密集市街地における防災性能	2017	03
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【メンバー】

（部門長） イノベーション研究科 ：教授 関 孝則

（併任教員） イノベーション研究科 ：教授 田中 芳夫

（併任教員） イノベーション研究科 ：教授 坂本 正典

（併任教員） 理工学部経営工学科：准教授 石垣 綾

（併任教員） 経営学部経営学科：准教授 大沼 宏

（客員教授） 電気通信大学 情報工学科 ：教授 沼尾 雅之

（客員教授） (独) 産業技術総合研究所：人工知能研究ｾﾝﾀ副ｾﾝﾀ長 本村 陽一

（客員教授） (独) 産業技術総合研究所：連携企画室長 美濃輪 智朗

（客員教授） 特定非営利活動法人CeFIL：理事長 横塚 裕志

（客員教授） 特定非営利活動法人 CeFIL： 小西 一有

（客員教授） パナソニック(株) ：本社理事 梶本 一夫

（客員教授） 京都大学 情報学研究科 ：客員教授 横澤 誠

（客員教授） （株）ゆうちょ銀行： 清水 時彦

（客員准教授） 年金積立金管理運用独立行政法人： 山下 隆

（客員准教授） セコム(株) ：企画部：主任総合ファシリテーター 沙魚川 久史

（客員研究員） 東京理科大学ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ：代表取締役社長 片寄 裕市

（客員研究員） 東京理科大学ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ：取締役 高田 久徳

ものこと双発研究部門 Things and Systems Research Institute
設置期間：2015年04月01日-2020年03月31日

設立目的・研究テーマ

【研究テーマ】
サービスIT ：社会のサービス化全般について、製造／サービス問わず効率化・情報化・価値均質化について検証。
ものことづくりマネジメント ：グローバル展開へと変容が進む昨今のマネジメントシステム転換のプロセスないし

人材／組織について技術経営面から研究。
コンピュータ・データサイエンス ：データと人間社会との関係性について、システムの相互運用性・データ解析・

セキュリティ／プライバシー・現実世界へのフィードバック手法などを対象に研究。
実践ケース ：サービスや継続ビジネスなど“ことづくり”に視座をおいたの実践ケースを調査。
 Design Thinking  :デザイン思考アプローチを調査。
 Fintech ：付加価値を創造しこれまでにない金融サービスを顧客に提供するためのパラメータ調査。

【設置目的】
“ものづくり”主体の産業構造から“もの・ことづくり”
へと変革発展させるあり方を製造・サービス・ITの
観点から調査・研究し、広く社会に啓蒙して新しい
ビジネスデザインを提案することを設置目的とする。

これまでの事例研究は、製造業視点のものが中心
となっており“ことづくり”に視座をおいた実践的な
研究事例はほとんど見られない。産業界にとって、
新たな競争力を獲得する仕組みづくりについて、製
造、サービス、ICTの観点から調査・研究を行い、
広く社会に啓蒙し提案していく必要がある。

Incorporate new business mechanisms into the manufacturing companies.

Product based business model 
Revenue from Products

Sell out business model

Competitive on
the Products

Service based business design 
Revenue from Products

Product based business design
Revenue from Services

Competitive 
on the 
System

Value in system business model

System  Design with 
Outcome, Value for customer

New 
World

IoT
World
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設置に際しての基盤研究成果とそれに基づくに研究戦略

WG1a
ものことづくりリサーチ１

「顧客価値」を継続的に高めていけるかが重要な課題と捉え、事業創造のなかで起きる方
向性の転換（Pivot）に着目した。各社のPivot事例を類型化してことづくりを分類した。

WG1b
ものことづくりリサーチ２

ものこと≒ BUSINESS DESIGN という仮説を提案。「もの」「こと」の「要素」と「注視すべきポ
イント」のマトリクス ・競争レイヤの変容について整理した。

WG2
ものことづくり人材・組織

ものことを起こすための組織設計ガイドラインができないか。(1)エグゼクティブレベルの視
点、(2)チームの視点、(3)マーケティングの視点の３ポイントから取りまとめた。

【基盤研究成果①】ものこと双発協議会 研究会のWG(2016年3月まで）

WG1

今後のものこと双発
におけるイネーブ
ラー

メンバ企業：パナソニック、富士フィルム、イ

シダ、福島工業、富士ゼロックス、コマツ、日
東工業、酉島製作所、日本特殊陶業、東京
理科大、三菱日立パワーシステムズ、三越伊
勢丹システム・ソリューションス、兼松グランク
ス、帝人、プランテックコンサルティンク

事業で「ものこと双発」を起こす実現要素
(イネーブラー)を多面から検討。事例調査
から4つの共通項「変化に対する危機感」

「コア技術、新規技術の有効活用」「リー
ダーの情熱と牽引力」「会社を超えたコラ
ボレーション」を見出す。

WG２

仮想会社でみるも
のこと双発

メンバ企業：帝人、日立製作所、キャノン、産
総研、セコム、富士通、NEC、日東工業、イン
テル、日本特殊陶業、東京理科大

昨年度の成果を仮想会社を設定し、もの
こと双発によるビジネス創造について検
討。「見本市ビジネス」を題材にCEO、CTO、
CMO、CHOの立場でロールプレイし、もの
こと双発の典型的課題など整理

WG３
ものこと双発ネイ
ティブ人材を育てる
には？

メンバ企業：セールスフォース・ドットコム、日

本エマソン、パナソニック、アプレッソ、産総研、
インテグラル・ウォーターソリューションズ、三
菱電機、ヤフー、ダイキン工業。ワース・テクノ
ロジー、資生堂

昨年度の組織を中心とした議論を土台に、
人材面について検討。異能の集まりの協
働で、新たな統合を生む人材、その協働
をまとめる人間力ある増幅型リーダーが
重要な要素と整理。

【基盤研究成果②】ものこと双発協議会 研究会のWG(2016年度の発展形、2017年3月中間成果）

WG Fintech メンバ企業: 年金積立金管理運用、東京理科
大

これまでに付加価値の金融サービス分野
として、ESGとりあげ定量分析。

基盤研究成果とそれに基づくに研究戦略

【基盤研究成果②】 社会発信 （2016年度以降）

＜学会・シンポジウムによる議論発信＞

近畿経済産業局/ものこと双発協議会 「IoT時代の未来志向のビジネスモデル」2016.5,（田中、沙魚川）

知財学会第14回年次研究発表大会 「IoT化の進展に伴う事業領域と技術領域の変容」「Open Innovation2.0に見る創
造プロセスの変容」, 2016.12, （沙魚川）

産業技術総合研究所/ものこと双発研
究部門ほか

「ものことづくりによる製造業のサービス化」2017.1,（田中）

ものこと双発学会・協議会 「年次研究発表大会」2017.3,（田中・沼尾・梶本・関・沙魚川）

経団連21世紀研究所シンポジウム 「オープンイノベーションの収益化～エコシステムにおける戦略を考える」パネル
2017.4, （田中）

Open Innovation 2.0 2017 Conference 
by EC Romania

“National innovation ecosystems, example EU-Japan” 2017.6 (Tanaka)

＜招待講演＞

Global Forum 「DIGITALIZATION THE GLOBAL TRANSFORMATION」2016.9, （田中）

中小企業基盤整備機構「新価値創造
展」

「ものこと双発で新価値創造」2016.10,（田中）

みずほ情報総研「グローバルビジネス
戦略研修」

「Changes in Business Fields and Technological Fields along with the 
Advancement of IoT」2017.2, (沙魚川)

組込みシステム技術協会「ET/IoT総合
技術展関西」

「顧客体験を変えるIoT」2017.7,（関）

中部産業連盟，未来展 ものこと双発とオープンイノベーション」2017.8,（石垣）

Profuture, HR Summit 2017 「‘もの’から’‘もの‘と’こと‘’双発のシステム発想へ」2017.9,（田中）
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総研の職 氏名 研究分野 職

本務教員 阿部　正彦 コロイドおよび界面化学、有機工業材料 教授

池田　憲一 建築構造、建築材料、耐火構造、耐火設計、火害診断 教授

萩原　一郎　 避難計画、建築物の火災安全設計、性能規定 教授

黒田　玲子 固体化学、結晶学、キラル化学、分光学、発生生物学 教授

髙柳　英明 低温電子物性、超伝導素子の物理 教授

堀場　達雄 電気化学デバイス材料およびシステム 教授

松原　美之 火災安全科学 教授

山本　学 電子デバイス・電子機器 (光メモリ　ホログラムメモリ　光情報処理) 教授

渡部　俊太郎 応用光学・量子光工学 (レーザー物理) 教授

勝又　健一 無機工業材料 (光触媒、粒子形態制御、ナノシート) 准教授

寺島　千晶 プラズマ化学、ダイヤモンド、光触媒、電気化学、分析化学 准教授

小鍋　哲
ナノ構造科学 (ナノスケール物質の光応答)、
               原子・分子・量子エレクトロニクス・プラズマ (光格子中冷却ボース原子気体のダイナミクス)

講師

野島　雅 分析化学・機器分析・環境科学 講師

阿部　真典 発生生物学 (動物個体の左右性形成) 助教

笹岡　健二 物性理論、デバイスシミュレーション 助教

鈴木　孝宗 多孔性セラミックス、ナノ構造制御、物性評価、環境浄化（主として浄水) 助教

堀内　秀真 電子デバイス・電子機器 (光メモリ　ホログラムメモリ　光情報処理) 助教

松永　朋子 エピジェネティクス制御を介した植物の環境応答（分子生物学・画像解析） 助教

BHADANI Avinash コロイドおよび界面化学、新しい界面の創製 助教

プロジェクト 荒木　光典 気相分子の赤外・可視分光 　

研究員 今井　貴之 赤外自由電子レーザー共用による先端計測分析技術研究拠点形成 　

梅澤　雅和 ナノ材料、幼少児健康、リスク評価、リスクコミュニケーション、次世代影響 　

川﨑　平康 赤外自由電子レーザー共用による先端計測分析技術研究拠点形成 　

児玉　賢史 
酪農生産基盤強化に向けた固体別哺乳ロボットと飼育管理データの高度活用による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳用仔牛等の精密哺乳・哺育システムの開発・普及

崔　錦丹 太陽光発電予測に基づく調和型電力系統制御のためのシステム理論構築 　

佐々木 崇宏 太陽光発電予測に基づく調和型電力系統制御のためのシステム理論構築

田中　芳治 次世代型ロボットによる視覚・体内から捉える飼養管理高度化システムの開発 　

中里　智治 ハイブリッドArFレーザの研究 　

中田　時夫 CIS太陽電池高性能化技術の研究開発 　

深井　尋史 二酸化炭素原料化基幹化学品製造プロセス技術開発 　

佐藤　享平 キラルな新規かご状錯体の構築とその内部空間によるキラリティーの制御に関する研究 　

Ishwor Khatri
太陽エネルギー技術開発研究、太陽光発電システム次世代高性能技術の開発、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＩＳ系薄膜太陽電池の高効率化技術の研究開発

　

Mu　Lizhong 固気液３相境界線のダイナミクス、高速高効率な物質・熱輸送技術の確立 　

Sakiat　Hossain 新規金属クラスターの創成 　

ＰＤ 岩端　一樹 非可食性セルロースを燃料源とする燃料電池の研究開発 　

丘　仁赫 消防防災

坂本　勇貴 極微小空間の反応・温度・力学特性を測定する高度イメージング技術開発拠点の形成 　

竹内　公平 極微小空間の反応・温度・力学特性を測定する高度イメージング技術開発拠点の形成 　

土屋　好司 非可食性セルロースからの化学原料の創製および燃料電池への応用 　

中林　志達 二酸化炭素の還元に寄与する光触媒材料の助触媒探索 　

花俣　繁 極微小空間の反応・温度・力学特性を測定する高度イメージング技術開発拠点の形成 　

Nitish Roy 太陽光利用ハイブリット光触媒による二酸化炭素の高効率還元 　

Ranjeet　Kumar 極微小空間の反応・温度・力学特性を測定する高度イメージング技術開発拠点の形成

Yeroslavsky　Gil 極微小空間の反応・温度・力学特性を測定する高度イメージング技術開発拠点の形成

総合研究院本務教員

総合研究院沿革 Tokyo University of Science

1990～1999

2000～2009

2010～

歴代の長

総合研究所発足　
固体物性、界面科学、火災科学、リモートセンシングの4部門

破壊力学部門開設　全5部門

バイオシステム部門開設　全6部門

生命科学部門発足　全7部門
● 固体物性研究部門、破壊力学研究部門を解消
● バイオシステム研究部門をインテリジェント研究部門へ改称
● 計算力学研究部門開設、高温超伝導研究部門開設　全7部門

生命科学研究所創設

1981.1.22

1982

1983

1987

1988

1989

静電気研究部門開設　全8部門
野田地区に研究スペースを確保

付属研究施設・海洋生物研究施設設置

情報科学教育・研究機構発足

付属研究施設・高機能新素材合成解析センター設置

1990

1994

1996

1997

ＤＤＳ研究部門が学術研究高度化推進事業に採択

火災科学研究部門が21世紀COEプログラムに採択

「東京理科大学における研究所等のあり方について（答申）」

「東京理科大学総合研究機構設立の提案
（東京理科大学総合研究所将来計画の最終答申）」

総合研究機構発足　10センター　5研究部門

研究推進室を設置

東京理科大学創立125周年

研究技術部研究機器センター設立

総合研究機構設立記念フォーラム「サイエンス－ひと－２１」開催　

赤外自由電子レーザー研究センターが
先端研究施設共用イノベーション創出事業に採択

社会連携部を設置

第2回総合研究機構フォーラム
「人の生活を支える歯の再生医療と人間動作のエンハンスメント」開催

火災科学研究センターがグローバルCOEプログラムに採択

第3回総合研究機構フォーラム「ものづくりから環境まで̶創造的分野横断」開催
「現状と課題」初刊

火災科学研究センターが理系の私学で初の共同利用・共同研究拠点として認定

第4回総合研究機構フォーラム「Only in TUSを目指して」開催
News Letter 「RIST」初刊

2003.4

2003.7

2004.3

2005.4

2005.11.1

2006.1

2006.5

2006.10

2006.11

2007.4

2007.7

2007.11

2008.6

2008.10

2009.7

2009.8

「領域」の導入
火災科学研究センターグローバルCOEプログラムにより国際火災科学研究科を新設

経済産業省「イノベーション拠点立地支援事業」により、光触媒国際研究センターを設置

研究戦略　産学連携センター（URAセンター）設置

「総合研究棟」オープニングセレモニー開催

研究推進機構 総合研究院へ改組
光触媒研究センターが共同利用・共同研究拠点に認定

第10回総合研究院フォーラム「Only at TUSを目指して」開催

総合研究院に研究懇談会を設置

文部科学省「平成28年度私立大学ブランディング事業」の採択を受け
ウォーターフロンティアサイエンス＆テクノロジー研究センターが発足

花王生活科学寄附研究部門を設置

６研究センター　19研究部門　２共同利用・共同研究拠点

2010.4

2013.4

2014.4

2014.5.29

2015.4

2015.11

2016.4

2016.11

2017.6

2017.10現在

高木 敬次郎 （1981-1982）

丸安 隆和 (1982-1985)

鶴田 禎二 （1985-1990）

向山 光昭 （1990-2001）

浅島　誠 （2016-現在）

石井 忠浩 （2001-2004）

二瓶 好正 （2004-2007）

福山 秀敏 （2007-2016）

1980～1989

［野田キャンパス］

交通アクセス

JR山手線…秋葉原駅乗換え→（つくばエ
クスプレス）流山おおたかの森駅乗換え
→東武野田線（アーバンパークライン）
運河駅まで[約41分]

JR山手線…上野駅乗換え→（JR常磐線
快速）柏駅乗換え→東武野田線（アー
バンパークライン）運河駅まで[約49分]

秋葉原駅から

東京駅から

上野駅から

アクセス
東武野田線（アーバンパークライン）
「運河駅」下車 徒歩5分
つくばエクスプレス…流山おおたかの森
駅乗換え→東武野田線（アーバンパー
クライン）運河駅まで[約38分]

JR常磐線快速…柏駅乗換え→東武野
田線（アーバンパークライン）運河駅まで
[約43分]

千葉駅から

大宮駅から
東武野田線（アーバンパークライン）…
運河駅まで[約60分]

JR総武線…船橋駅乗換え→東武野田
線（アーバンパークライン）運河駅まで
[約60分]

飯田橋駅

上野駅

大宮駅

新宿駅

東京駅

神楽坂キャンパス

秋葉原駅 船橋駅

千葉駅

柏駅

流山おおたかの森駅
運河駅

野田キャンパス

葛飾キャンパス

金町駅

JR
つくばエクスプレス
東武野田線
（アーバンパークライン）
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門

学
長
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長

● 未利用熱エネルギー変換研究部門
● 界面科学研究部門
● 分子連関相乗系研究部門
● 先端都市建築研究部門
● アカデミック・ディテーリング・データベース部門
● 医理工連携研究部門
● 数理モデリングと数学解析研究部門
● 再生医療とDDSの融合研究部門
● 太陽光発電技術研究部門
● 先端ECデバイス研究部門
● アグリ・バイオ工学研究部門
● ものこと双発研究部門
● 大気科学研究部門
● 超分散知能システム研究部門
● 脳学際研究部門
● インテリジェントシステム研究部門
● 先進農業エネルギー理工学研究部門
● 現代代数学と異分野連携研究部門
● マルチスケール界面熱流体力学研究部門

● 火災科学研究センター
● 赤外自由電子レーザー研究センター
● 光触媒国際研究センター
● トランスレーショナルリサーチセンター
● イメージングフロンティアセンター
● ウォーターフロンティアサイエンス＆テクノロジー研究センター

● 火災安全科学研究拠点 火災安全科学研究拠点運営委員会

公募課題選定委員会

● 光触媒研究推進拠点 光触媒研究推進拠点運営委員会

公募課題選定委員会

平成29年10月1日
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総研の職 氏名 研究分野 職

本務教員 阿部　正彦 コロイドおよび界面化学、有機工業材料 教授

池田　憲一 建築構造、建築材料、耐火構造、耐火設計、火害診断 教授

萩原　一郎　 避難計画、建築物の火災安全設計、性能規定 教授

黒田　玲子 固体化学、結晶学、キラル化学、分光学、発生生物学 教授

髙柳　英明 低温電子物性、超伝導素子の物理 教授

堀場　達雄 電気化学デバイス材料およびシステム 教授

松原　美之 火災安全科学 教授

山本　学 電子デバイス・電子機器 (光メモリ　ホログラムメモリ　光情報処理) 教授

渡部　俊太郎 応用光学・量子光工学 (レーザー物理) 教授

勝又　健一 無機工業材料 (光触媒、粒子形態制御、ナノシート) 准教授

寺島　千晶 プラズマ化学、ダイヤモンド、光触媒、電気化学、分析化学 准教授

小鍋　哲
ナノ構造科学 (ナノスケール物質の光応答)、
               原子・分子・量子エレクトロニクス・プラズマ (光格子中冷却ボース原子気体のダイナミクス)

講師

野島　雅 分析化学・機器分析・環境科学 講師

阿部　真典 発生生物学 (動物個体の左右性形成) 助教

笹岡　健二 物性理論、デバイスシミュレーション 助教

鈴木　孝宗 多孔性セラミックス、ナノ構造制御、物性評価、環境浄化（主として浄水) 助教

堀内　秀真 電子デバイス・電子機器 (光メモリ　ホログラムメモリ　光情報処理) 助教

松永　朋子 エピジェネティクス制御を介した植物の環境応答（分子生物学・画像解析） 助教

BHADANI Avinash コロイドおよび界面化学、新しい界面の創製 助教

プロジェクト 荒木　光典 気相分子の赤外・可視分光 　

研究員 今井　貴之 赤外自由電子レーザー共用による先端計測分析技術研究拠点形成 　

梅澤　雅和 ナノ材料、幼少児健康、リスク評価、リスクコミュニケーション、次世代影響 　

川﨑　平康 赤外自由電子レーザー共用による先端計測分析技術研究拠点形成 　

児玉　賢史 
酪農生産基盤強化に向けた固体別哺乳ロボットと飼育管理データの高度活用による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳用仔牛等の精密哺乳・哺育システムの開発・普及

崔　錦丹 太陽光発電予測に基づく調和型電力系統制御のためのシステム理論構築 　

佐々木 崇宏 太陽光発電予測に基づく調和型電力系統制御のためのシステム理論構築

田中　芳治 次世代型ロボットによる視覚・体内から捉える飼養管理高度化システムの開発 　

中里　智治 ハイブリッドArFレーザの研究 　

中田　時夫 CIS太陽電池高性能化技術の研究開発 　

深井　尋史 二酸化炭素原料化基幹化学品製造プロセス技術開発 　

佐藤　享平 キラルな新規かご状錯体の構築とその内部空間によるキラリティーの制御に関する研究 　

Ishwor Khatri
太陽エネルギー技術開発研究、太陽光発電システム次世代高性能技術の開発、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＩＳ系薄膜太陽電池の高効率化技術の研究開発

　

Mu　Lizhong 固気液３相境界線のダイナミクス、高速高効率な物質・熱輸送技術の確立 　

Sakiat　Hossain 新規金属クラスターの創成 　

ＰＤ 岩端　一樹 非可食性セルロースを燃料源とする燃料電池の研究開発 　

丘　仁赫 消防防災

坂本　勇貴 極微小空間の反応・温度・力学特性を測定する高度イメージング技術開発拠点の形成 　

竹内　公平 極微小空間の反応・温度・力学特性を測定する高度イメージング技術開発拠点の形成 　

土屋　好司 非可食性セルロースからの化学原料の創製および燃料電池への応用 　

中林　志達 二酸化炭素の還元に寄与する光触媒材料の助触媒探索 　

花俣　繁 極微小空間の反応・温度・力学特性を測定する高度イメージング技術開発拠点の形成 　

Nitish Roy 太陽光利用ハイブリット光触媒による二酸化炭素の高効率還元 　

Ranjeet　Kumar 極微小空間の反応・温度・力学特性を測定する高度イメージング技術開発拠点の形成

Yeroslavsky　Gil 極微小空間の反応・温度・力学特性を測定する高度イメージング技術開発拠点の形成

総合研究院本務教員

総合研究院沿革 Tokyo University of Science

1990～1999

2000～2009

2010～

歴代の長

総合研究所発足　
固体物性、界面科学、火災科学、リモートセンシングの4部門

破壊力学部門開設　全5部門

バイオシステム部門開設　全6部門

生命科学部門発足　全7部門
● 固体物性研究部門、破壊力学研究部門を解消
● バイオシステム研究部門をインテリジェント研究部門へ改称
● 計算力学研究部門開設、高温超伝導研究部門開設　全7部門

生命科学研究所創設

1981.1.22

1982

1983

1987

1988

1989

静電気研究部門開設　全8部門
野田地区に研究スペースを確保

付属研究施設・海洋生物研究施設設置

情報科学教育・研究機構発足

付属研究施設・高機能新素材合成解析センター設置

1990

1994

1996

1997

ＤＤＳ研究部門が学術研究高度化推進事業に採択

火災科学研究部門が21世紀COEプログラムに採択

「東京理科大学における研究所等のあり方について（答申）」

「東京理科大学総合研究機構設立の提案
（東京理科大学総合研究所将来計画の最終答申）」

総合研究機構発足　10センター　5研究部門

研究推進室を設置

東京理科大学創立125周年

研究技術部研究機器センター設立

総合研究機構設立記念フォーラム「サイエンス－ひと－２１」開催　

赤外自由電子レーザー研究センターが
先端研究施設共用イノベーション創出事業に採択

社会連携部を設置

第2回総合研究機構フォーラム
「人の生活を支える歯の再生医療と人間動作のエンハンスメント」開催

火災科学研究センターがグローバルCOEプログラムに採択

第3回総合研究機構フォーラム「ものづくりから環境まで̶創造的分野横断」開催
「現状と課題」初刊

火災科学研究センターが理系の私学で初の共同利用・共同研究拠点として認定

第4回総合研究機構フォーラム「Only in TUSを目指して」開催
News Letter 「RIST」初刊

2003.4

2003.7

2004.3

2005.4

2005.11.1

2006.1

2006.5

2006.10

2006.11

2007.4

2007.7

2007.11

2008.6

2008.10

2009.7

2009.8

「領域」の導入
火災科学研究センターグローバルCOEプログラムにより国際火災科学研究科を新設

経済産業省「イノベーション拠点立地支援事業」により、光触媒国際研究センターを設置

研究戦略　産学連携センター（URAセンター）設置

「総合研究棟」オープニングセレモニー開催

研究推進機構 総合研究院へ改組
光触媒研究センターが共同利用・共同研究拠点に認定

第10回総合研究院フォーラム「Only at TUSを目指して」開催

総合研究院に研究懇談会を設置

文部科学省「平成28年度私立大学ブランディング事業」の採択を受け
ウォーターフロンティアサイエンス＆テクノロジー研究センターが発足

花王生活科学寄附研究部門を設置

６研究センター　19研究部門　２共同利用・共同研究拠点

2010.4

2013.4

2014.4

2014.5.29

2015.4

2015.11

2016.4

2016.11

2017.6

2017.10現在

高木 敬次郎 （1981-1982）

丸安 隆和 (1982-1985)

鶴田 禎二 （1985-1990）

向山 光昭 （1990-2001）

浅島　誠 （2016-現在）

石井 忠浩 （2001-2004）

二瓶 好正 （2004-2007）

福山 秀敏 （2007-2016）

1980～1989

［野田キャンパス］

交通アクセス

JR山手線…秋葉原駅乗換え→（つくばエ
クスプレス）流山おおたかの森駅乗換え
→東武野田線（アーバンパークライン）
運河駅まで[約41分]

JR山手線…上野駅乗換え→（JR常磐線
快速）柏駅乗換え→東武野田線（アー
バンパークライン）運河駅まで[約49分]

秋葉原駅から

東京駅から

上野駅から

アクセス
東武野田線（アーバンパークライン）
「運河駅」下車 徒歩5分
つくばエクスプレス…流山おおたかの森
駅乗換え→東武野田線（アーバンパー
クライン）運河駅まで[約38分]

JR常磐線快速…柏駅乗換え→東武野
田線（アーバンパークライン）運河駅まで
[約43分]

千葉駅から

大宮駅から
東武野田線（アーバンパークライン）…
運河駅まで[約60分]

JR総武線…船橋駅乗換え→東武野田
線（アーバンパークライン）運河駅まで
[約60分]

飯田橋駅

上野駅

大宮駅

新宿駅

東京駅

神楽坂キャンパス

秋葉原駅 船橋駅

千葉駅

柏駅

流山おおたかの森駅
運河駅

野田キャンパス

葛飾キャンパス

金町駅

JR
つくばエクスプレス
東武野田線
（アーバンパークライン）
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● 未利用熱エネルギー変換研究部門
● 界面科学研究部門
● 分子連関相乗系研究部門
● 先端都市建築研究部門
● アカデミック・ディテーリング・データベース部門
● 医理工連携研究部門
● 数理モデリングと数学解析研究部門
● 再生医療とDDSの融合研究部門
● 太陽光発電技術研究部門
● 先端ECデバイス研究部門
● アグリ・バイオ工学研究部門
● ものこと双発研究部門
● 大気科学研究部門
● 超分散知能システム研究部門
● 脳学際研究部門
● インテリジェントシステム研究部門
● 先進農業エネルギー理工学研究部門
● 現代代数学と異分野連携研究部門
● マルチスケール界面熱流体力学研究部門

● 火災科学研究センター
● 赤外自由電子レーザー研究センター
● 光触媒国際研究センター
● トランスレーショナルリサーチセンター
● イメージングフロンティアセンター
● ウォーターフロンティアサイエンス＆テクノロジー研究センター

● 火災安全科学研究拠点 火災安全科学研究拠点運営委員会

公募課題選定委員会

● 光触媒研究推進拠点 光触媒研究推進拠点運営委員会

公募課題選定委員会

平成29年10月1日
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2015年4月1日発足

　次世代データマイニング研究部門

　山岳大気研究部門

　量子生命情報研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　創薬フロンティア研究部門

　長万部地域社会研究部門

　先端情報通信研究部門

　マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門

　バイオオルガノメタリクス研究部門

　ナノカーボン研究部門

　未利用熱エネルギー変換研究部門

　界面科学研究部門

　分子連関相乗系研究部門

　先端都市建築研究部門

　アカデミック・ディテーリング・データベース部門

　医理工連携研究部門

　数理モデリングと数学解析研究部門

　ウォーターフロンティアサイエンス研究部門 H28.11.22ウォーターフロンティアサイエンス＆テクノロジー研究センターに改組

　再生医療とDDSの融合研究部門
　太陽光発電技術研究部門

　先端ECデバイス研究部門
　アグリ・バイオ工学研究部門
　ものこと双発研究部門

　大気科学研究部門

　超分散知能システム研究部門

　脳学際研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　先進農業エネルギー理工学研究部門

　現代代数学と異分野連携研究部門

　マルチスケール界面熱流体力学研究部門

　赤外自由電子レーザー研究センター 先端研究基盤共用促進事業

　火災科学研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　先端ホログラフィ技術研究開発センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　キラリティー研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　光触媒国際研究センター 先端技術実証・評価設備整備費等補助金（経済産業省）

　トランスレーショナルリサーチセンター 戦略的研究基盤形成支援事業

　イメージングフロンティアセンター 戦略的研究基盤形成支援事業
　ウォーターフロンティアサイエンス＆テクノロジー研究センター H28.11.22私立大学ブランディング事業採択

　火災安全科学研究拠点

　光触媒研究推進拠点

平成17年11月1日発足

　神楽坂 人・未来研究部門 部門からの申出により平成21年度をもって終了
　物質界面化学研究部門 H20.4 「界面科学研究部門」から名称変更
　インテリジェントシステム研究部門

　数学教育研究部門

　知識インターフェース研究部門

　ものづくり・先端計測科学研究部門

　次世代フォトニック応用研究部門 H23.4 先端ホログラフィ技術研究開発センターに改組
　ケミカルバイオロジー研究部門

　再生工学研究部門 H22.4 RNA科学総合研究センターに改組
　危機管理・安全科学技術研究部門

　トランスレーショナルリサーチ部門 H26.4 トランスレーショナルリサーチセンターに改組
　先端デバイス研究部門

　太陽光発電研究部門

　エコシステム研究部門

　エネルギー・環境光触媒研究部門 光触媒国際研究センター発足に伴い終了

　次世代データマイニング研究部門

　山岳大気研究部門

　量子生命情報研究部門

　創薬フロンティア研究部門

　長万部地域社会研究部門

　イメージングフロンティア研究部門 H27イメージングフロンティアセンターに改組
　先端情報通信研究部門

　マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門

　ナノカーボン研究部門

　バイオオルガノメタリクス研究部門

　ヒト疾患モデル研究部門 H25.4 生命研ヒト疾患モデル研究センターに改組
　未利用熱エネルギー変換研究部門

　界面科学研究部門

　分子連関相乗系研究部門

　先端都市建築研究部門

　アカデミック・ディテーリング・データベース部門

　医理工連携研究部門

　赤外自由電子レーザー研究センター H19.4 先端研究施設共用イノベーション創出事業に採択
　先端材料研究センター

　火災科学研究センター H25戦略的研究基盤形成支援事業

　DDS研究センター
　ゲノム創薬研究センター

　再生工学研究センター

　ナノサイエンス・テクノロジー研究センター

　グリーン光科学技術研究センター 高度化推進事業

　ホリスティック計算科学研究センター 高度化推進事業

　人間支援工学研究センター 高度化推進事業

　量子生命情報研究センター 高度化推進事業

　ナノ粒子健康科学研究センター 高度化推進事業

　ポリスケールテクノロジー研究センター 高度化推進事業

　キラルマテリアル研究センター 高度化推進事業

　界面科学研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　がん医療基盤科学技術研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　グリーン＆セーフティ研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　戦略的物理製剤学研究基盤センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　RNA科学総合研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　先端ホログラフィ技術研究開発センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　キラリティー研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　光触媒国際研究センター 先端技術実証・評価設備整備費等補助金（経済産業省）

　トランスレーショナルリサーチセンター 戦略的研究基盤形成支援事業

　火災安全科学研究拠点

　火災科学

　界面科学 H17.11総合研究機構へ移行
　インテリジェントシステム H17.11総合研究機構へ移行
　基礎科学

　先端材料

　環境・エネルギー

　光科学

　　DDS
　数学教育 H17.11総合研究機構へ移行
　固体物性

　破壊力学

　バイオシステム インテリジェントに改組

　生命科学・生命科学研究所 基礎科学に改組

　計算力学

　高温超伝導 先端材料に改組

　静電気 環境･エネルギーに改組

　リモートセンシング

　赤外自由電子レーザー研究センター H17.11総合研究機構へ移行
　先端材料研究部門研究センター H17.11総合研究機構へ移行
　火災科学研究センター H17.11総合研究機構へ移行

　DDS研究部門研究センター H17.11総合研究機構へ移行
　海洋生物研究施設

　高機能合成解析センター

　再生工学研究センター H17.11総合研究機構へ移行

　計算科学フロンティア研究センター

　情報メディアセンター

　ゲノム創薬研究センター H17.11総合研究機構へ移行

　ナノサイエンス・テクノロジー研究センター H17.11総合研究機構へ移行
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◆総合研究院
■研究部門

■研究センター

■共同利用・共同研究拠点

◆総合研究機構
■研究部

■研究センター部

■共同利用・共同研究推進部

◆総合研究所
■研究部門

■研究施設

◆生命科学研究所附属研究施設

◆情報科学教育・研究機構

◆薬学研究科附属研究施設

◆基礎工学研究科附属研究施設

　次世代データマイニング研究部門

　山岳大気研究部門

　量子生命情報研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　創薬フロンティア研究部門

　長万部地域社会研究部門

　先端情報通信研究部門

　マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門

　バイオオルガノメタリクス研究部門

　ナノカーボン研究部門

　未利用熱エネルギー変換研究部門

　界面科学研究部門

　分子連関相乗系研究部門

　先端都市建築研究部門

　アカデミック・ディテーリング・データベース部門

　医理工連携研究部門

　数理モデリングと数学解析研究部門

　ウォーターフロンティアサイエンス研究部門

　再生医療とDDSの融合研究部門
　太陽光発電技術研究部門

　先端ECデバイス研究部門
　アグリ・バイオ工学研究部門

　ものこと双発研究部門
　大気科学研究部門

　超分散知能システム研究部門

　脳学際研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　先進農業エネルギー理工学研究部門

　現代代数学と異分野連携研究部門

　マルチスケール界面熱流体力学研究部門

　赤外自由電子レーザー研究センター

　火災科学研究センター

　戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター

　先端ホログラフィ技術研究開発センター

　キラリティー研究センター

　光触媒国際研究センター

　トランスレーショナルリサーチセンター

　イメージングフロンティアセンター
  ウォーターフロンティアサイエンス＆テクノロジー研究センター

　火災安全科学研究拠点

　光触媒研究推進拠点

　神楽坂 人・未来研究部門
　物質界面化学研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　数学教育研究部門

　知識インターフェース研究部門

　ものづくり・先端計測科学研究部門

　次世代フォトニック応用研究部門

　ケミカルバイオロジー研究部門

　再生工学研究部門

　危機管理・安全科学技術研究部門

　トランスレーショナルリサーチ部門

　先端デバイス研究部門

　太陽光発電研究部門

　エコシステム研究部門

　エネルギー・環境光触媒研究部門

　次世代データマイニング研究部門

　山岳大気研究部門

　量子生命情報研究部門

　創薬フロンティア研究部門

　長万部地域社会研究部門

　イメージングフロンティア研究部門

　先端情報通信研究部門

　マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門

　ナノカーボン研究部門

　バイオオルガノメタリクス研究部門

　ヒト疾患モデル研究部門

　未利用熱エネルギー変換研究部門

　界面科学研究部門

　分子連関相乗系研究部門

　先端都市建築研究部門

　アカデミック・ディテーリング・データベース部門

　医理工連携研究部門

　赤外自由電子レーザー研究センター

　先端材料研究センター

　火災科学研究センター

　DDS研究センター
　ゲノム創薬研究センター

　再生工学研究センター

　ナノサイエンス・テクノロジー研究センター

　グリーン光科学技術研究センター

　ホリスティック計算科学研究センター

　人間支援工学研究センター

　量子生命情報研究センター

　ナノ粒子健康科学研究センター

　ポリスケールテクノロジー研究センター

　キラルマテリアル研究センター

　界面科学研究センター

　がん医療基盤科学技術研究センター

　グリーン＆セーフティ研究センター

　戦略的物理製剤学研究基盤センター

　RNA科学総合研究センター
　戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター

　先端ホログラフィ技術研究開発センター

　キラリティー研究センター

　光触媒国際研究センター

　トランスレーショナルリサーチセンター

　火災安全科学研究拠点

　火災科学

　界面科学

　インテリジェントシステム

　基礎科学

　先端材料

　環境・エネルギー

　光科学

　　DDS
　数学教育

　固体物性

　破壊力学

　バイオシステム

　生命科学・生命科学研究所

　計算力学

　高温超伝導

　静電気

　リモートセンシング

　赤外自由電子レーザー研究センター

　先端材料研究部門研究センター

　火災科学研究センター

　DDS研究部門研究センター
　海洋生物研究施設

　高機能合成解析センター

　再生工学研究センター

　計算科学フロンティア研究センター

　情報メディアセンター

　ゲノム創薬研究センター

　ナノサイエンス・テクノロジー研究センター
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◆総合研究院
■研究部門

■研究センター
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◆基礎工学研究科附属研究施設

◆総合研究所
■研究部門

◆生命科学研究所附属研究施設

◆情報科学教育・研究機構

◆薬学研究科附属研究施設

■研究施設

◆総合研究機構
■研究部
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2015年4月1日発足

　次世代データマイニング研究部門

　山岳大気研究部門

　量子生命情報研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　創薬フロンティア研究部門

　長万部地域社会研究部門

　先端情報通信研究部門

　マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門

　バイオオルガノメタリクス研究部門

　ナノカーボン研究部門

　未利用熱エネルギー変換研究部門

　界面科学研究部門

　分子連関相乗系研究部門

　先端都市建築研究部門

　アカデミック・ディテーリング・データベース部門

　医理工連携研究部門

　数理モデリングと数学解析研究部門

　ウォーターフロンティアサイエンス研究部門 H28.11.22ウォーターフロンティアサイエンス＆テクノロジー研究センターに改組

　再生医療とDDSの融合研究部門
　太陽光発電技術研究部門

　先端ECデバイス研究部門
　アグリ・バイオ工学研究部門
　ものこと双発研究部門

　大気科学研究部門

　超分散知能システム研究部門

　脳学際研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　先進農業エネルギー理工学研究部門

　現代代数学と異分野連携研究部門

　マルチスケール界面熱流体力学研究部門

　赤外自由電子レーザー研究センター 先端研究基盤共用促進事業

　火災科学研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　先端ホログラフィ技術研究開発センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　キラリティー研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　光触媒国際研究センター 先端技術実証・評価設備整備費等補助金（経済産業省）

　トランスレーショナルリサーチセンター 戦略的研究基盤形成支援事業

　イメージングフロンティアセンター 戦略的研究基盤形成支援事業
　ウォーターフロンティアサイエンス＆テクノロジー研究センター H28.11.22私立大学ブランディング事業採択

　火災安全科学研究拠点

　光触媒研究推進拠点

平成17年11月1日発足

　神楽坂 人・未来研究部門 部門からの申出により平成21年度をもって終了
　物質界面化学研究部門 H20.4 「界面科学研究部門」から名称変更
　インテリジェントシステム研究部門

　数学教育研究部門

　知識インターフェース研究部門

　ものづくり・先端計測科学研究部門

　次世代フォトニック応用研究部門 H23.4 先端ホログラフィ技術研究開発センターに改組
　ケミカルバイオロジー研究部門

　再生工学研究部門 H22.4 RNA科学総合研究センターに改組
　危機管理・安全科学技術研究部門

　トランスレーショナルリサーチ部門 H26.4 トランスレーショナルリサーチセンターに改組
　先端デバイス研究部門

　太陽光発電研究部門

　エコシステム研究部門

　エネルギー・環境光触媒研究部門 光触媒国際研究センター発足に伴い終了

　次世代データマイニング研究部門

　山岳大気研究部門

　量子生命情報研究部門

　創薬フロンティア研究部門

　長万部地域社会研究部門

　イメージングフロンティア研究部門 H27イメージングフロンティアセンターに改組
　先端情報通信研究部門

　マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門

　ナノカーボン研究部門

　バイオオルガノメタリクス研究部門

　ヒト疾患モデル研究部門 H25.4 生命研ヒト疾患モデル研究センターに改組
　未利用熱エネルギー変換研究部門

　界面科学研究部門

　分子連関相乗系研究部門

　先端都市建築研究部門

　アカデミック・ディテーリング・データベース部門

　医理工連携研究部門

　赤外自由電子レーザー研究センター H19.4 先端研究施設共用イノベーション創出事業に採択
　先端材料研究センター

　火災科学研究センター H25戦略的研究基盤形成支援事業

　DDS研究センター
　ゲノム創薬研究センター

　再生工学研究センター

　ナノサイエンス・テクノロジー研究センター

　グリーン光科学技術研究センター 高度化推進事業

　ホリスティック計算科学研究センター 高度化推進事業

　人間支援工学研究センター 高度化推進事業

　量子生命情報研究センター 高度化推進事業

　ナノ粒子健康科学研究センター 高度化推進事業

　ポリスケールテクノロジー研究センター 高度化推進事業

　キラルマテリアル研究センター 高度化推進事業

　界面科学研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　がん医療基盤科学技術研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　グリーン＆セーフティ研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　戦略的物理製剤学研究基盤センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　RNA科学総合研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　先端ホログラフィ技術研究開発センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　キラリティー研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　光触媒国際研究センター 先端技術実証・評価設備整備費等補助金（経済産業省）

　トランスレーショナルリサーチセンター 戦略的研究基盤形成支援事業

　火災安全科学研究拠点

　火災科学

　界面科学 H17.11総合研究機構へ移行
　インテリジェントシステム H17.11総合研究機構へ移行
　基礎科学

　先端材料

　環境・エネルギー

　光科学

　　DDS
　数学教育 H17.11総合研究機構へ移行
　固体物性

　破壊力学

　バイオシステム インテリジェントに改組

　生命科学・生命科学研究所 基礎科学に改組

　計算力学

　高温超伝導 先端材料に改組

　静電気 環境･エネルギーに改組

　リモートセンシング

　赤外自由電子レーザー研究センター H17.11総合研究機構へ移行
　先端材料研究部門研究センター H17.11総合研究機構へ移行
　火災科学研究センター H17.11総合研究機構へ移行

　DDS研究部門研究センター H17.11総合研究機構へ移行
　海洋生物研究施設

　高機能合成解析センター

　再生工学研究センター H17.11総合研究機構へ移行

　計算科学フロンティア研究センター

　情報メディアセンター

　ゲノム創薬研究センター H17.11総合研究機構へ移行

　ナノサイエンス・テクノロジー研究センター H17.11総合研究機構へ移行

2010 2011 2012 2013 2014 2015
備 考17 18 20 22 23 30 31

2020
3224 25 26 27 28 29

2016 20172007
19

2009
21

2018 20192005 2006 2008　　　　　　　　　　　　　　　　　　西暦
組織名　　　　　　　　　　　　　　　元号

◆総合研究院
■研究部門

■研究センター

■共同利用・共同研究拠点

◆総合研究機構
■研究部

■研究センター部

■共同利用・共同研究推進部

◆総合研究所
■研究部門

■研究施設

◆生命科学研究所附属研究施設

◆情報科学教育・研究機構

◆薬学研究科附属研究施設

◆基礎工学研究科附属研究施設

　次世代データマイニング研究部門

　山岳大気研究部門

　量子生命情報研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　創薬フロンティア研究部門

　長万部地域社会研究部門

　先端情報通信研究部門

　マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門

　バイオオルガノメタリクス研究部門

　ナノカーボン研究部門

　未利用熱エネルギー変換研究部門

　界面科学研究部門

　分子連関相乗系研究部門

　先端都市建築研究部門

　アカデミック・ディテーリング・データベース部門

　医理工連携研究部門

　数理モデリングと数学解析研究部門

　ウォーターフロンティアサイエンス研究部門

　再生医療とDDSの融合研究部門
　太陽光発電技術研究部門

　先端ECデバイス研究部門
　アグリ・バイオ工学研究部門

　ものこと双発研究部門
　大気科学研究部門

　超分散知能システム研究部門

　脳学際研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　先進農業エネルギー理工学研究部門

　現代代数学と異分野連携研究部門

　マルチスケール界面熱流体力学研究部門

　赤外自由電子レーザー研究センター

　火災科学研究センター

　戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター

　先端ホログラフィ技術研究開発センター

　キラリティー研究センター

　光触媒国際研究センター

　トランスレーショナルリサーチセンター

　イメージングフロンティアセンター
  ウォーターフロンティアサイエンス＆テクノロジー研究センター

　火災安全科学研究拠点

　光触媒研究推進拠点

　神楽坂 人・未来研究部門
　物質界面化学研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　数学教育研究部門

　知識インターフェース研究部門

　ものづくり・先端計測科学研究部門

　次世代フォトニック応用研究部門

　ケミカルバイオロジー研究部門

　再生工学研究部門

　危機管理・安全科学技術研究部門

　トランスレーショナルリサーチ部門

　先端デバイス研究部門

　太陽光発電研究部門

　エコシステム研究部門

　エネルギー・環境光触媒研究部門

　次世代データマイニング研究部門

　山岳大気研究部門

　量子生命情報研究部門

　創薬フロンティア研究部門

　長万部地域社会研究部門

　イメージングフロンティア研究部門

　先端情報通信研究部門

　マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門

　ナノカーボン研究部門

　バイオオルガノメタリクス研究部門

　ヒト疾患モデル研究部門

　未利用熱エネルギー変換研究部門

　界面科学研究部門

　分子連関相乗系研究部門

　先端都市建築研究部門

　アカデミック・ディテーリング・データベース部門

　医理工連携研究部門

　赤外自由電子レーザー研究センター

　先端材料研究センター

　火災科学研究センター

　DDS研究センター
　ゲノム創薬研究センター

　再生工学研究センター

　ナノサイエンス・テクノロジー研究センター

　グリーン光科学技術研究センター

　ホリスティック計算科学研究センター

　人間支援工学研究センター

　量子生命情報研究センター

　ナノ粒子健康科学研究センター

　ポリスケールテクノロジー研究センター

　キラルマテリアル研究センター

　界面科学研究センター

　がん医療基盤科学技術研究センター

　グリーン＆セーフティ研究センター

　戦略的物理製剤学研究基盤センター

　RNA科学総合研究センター
　戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター

　先端ホログラフィ技術研究開発センター

　キラリティー研究センター

　光触媒国際研究センター

　トランスレーショナルリサーチセンター

　火災安全科学研究拠点

　火災科学

　界面科学

　インテリジェントシステム

　基礎科学

　先端材料

　環境・エネルギー

　光科学

　　DDS
　数学教育

　固体物性

　破壊力学

　バイオシステム

　生命科学・生命科学研究所

　計算力学

　高温超伝導

　静電気

　リモートセンシング

　赤外自由電子レーザー研究センター

　先端材料研究部門研究センター

　火災科学研究センター

　DDS研究部門研究センター
　海洋生物研究施設

　高機能合成解析センター

　再生工学研究センター

　計算科学フロンティア研究センター

　情報メディアセンター

　ゲノム創薬研究センター

　ナノサイエンス・テクノロジー研究センター

総合研究院 組織変遷表　　
1986 1987 1988 1989 19901981 1982 1983 1984 1985

2 3 4
1996 1997 1998 1999 20001991 1992 1993 1994 1995

10 11 12 13 14
2001 2002 2003 2004

■研究センター部

■共同利用・共同研究推進部

■共同利用・共同研究拠点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　西暦
組織名　　　　　　　　　　　　　　　元号

◆総合研究院
■研究部門

■研究センター

15 165 6 7 8 9昭.56 57 58 59 60 61 62 63 平.元

◆基礎工学研究科附属研究施設

◆総合研究所
■研究部門

◆生命科学研究所附属研究施設

◆情報科学教育・研究機構

◆薬学研究科附属研究施設

■研究施設

◆総合研究機構
■研究部

― 56 ― ― 57 ―



総合研究院沿革 Tokyo University of Science

1990～1999

2000～2009

2010～

歴代の長

総合研究所発足　
固体物性、界面科学、火災科学、リモートセンシングの4部門

破壊力学部門開設　全5部門

バイオシステム部門開設　全6部門

生命科学部門発足　全7部門
● 固体物性研究部門、破壊力学研究部門を解消
● バイオシステム研究部門をインテリジェント研究部門へ改称
● 計算力学研究部門開設、高温超伝導研究部門開設　全7部門

生命科学研究所創設

1981.1.22

1982

1983

1987

1988

1989

静電気研究部門開設　全8部門
野田地区に研究スペースを確保

付属研究施設・海洋生物研究施設設置

情報科学教育・研究機構発足

付属研究施設・高機能新素材合成解析センター設置

1990

1994

1996

1997

ＤＤＳ研究部門が学術研究高度化推進事業に採択

火災科学研究部門が21世紀COEプログラムに採択

「東京理科大学における研究所等のあり方について（答申）」

「東京理科大学総合研究機構設立の提案
（東京理科大学総合研究所将来計画の最終答申）」

総合研究機構発足　10センター　5研究部門

研究推進室を設置

東京理科大学創立125周年

研究技術部研究機器センター設立

総合研究機構設立記念フォーラム「サイエンス－ひと－２１」開催　

赤外自由電子レーザー研究センターが
先端研究施設共用イノベーション創出事業に採択

社会連携部を設置

第2回総合研究機構フォーラム
「人の生活を支える歯の再生医療と人間動作のエンハンスメント」開催

火災科学研究センターがグローバルCOEプログラムに採択

第3回総合研究機構フォーラム「ものづくりから環境まで̶創造的分野横断」開催
「現状と課題」初刊

火災科学研究センターが理系の私学で初の共同利用・共同研究拠点として認定

第4回総合研究機構フォーラム「Only in TUSを目指して」開催
News Letter 「RIST」初刊

2003.4

2003.7

2004.3

2005.4

2005.11.1

2006.1

2006.5

2006.10

2006.11

2007.4

2007.7

2007.11

2008.6

2008.10

2009.7

2009.8

「領域」の導入
火災科学研究センターグローバルCOEプログラムにより国際火災科学研究科を新設

経済産業省「イノベーション拠点立地支援事業」により、光触媒国際研究センターを設置

研究戦略　産学連携センター（URAセンター）設置

「総合研究棟」オープニングセレモニー開催

研究推進機構 総合研究院へ改組
光触媒研究センターが共同利用・共同研究拠点に認定

第10回総合研究院フォーラム「Only at TUSを目指して」開催

総合研究院に研究懇談会を設置

文部科学省「平成28年度私立大学ブランディング事業」の採択を受け
ウォーターフロンティアサイエンス＆テクノロジー研究センターが発足

花王生活科学寄附研究部門を設置

６研究センター　19研究部門　２共同利用・共同研究拠点

2010.4

2013.4

2014.4

2014.5.29

2015.4

2015.11

2016.4

2016.11

2017.6

2017.10現在

高木 敬次郎 （1981-1982）

丸安 隆和 (1982-1985)

鶴田 禎二 （1985-1990）

向山 光昭 （1990-2001）

浅島　誠 （2016-現在）

石井 忠浩 （2001-2004）

二瓶 好正 （2004-2007）

福山 秀敏 （2007-2016）

1980～1989

36 Tokyo University of Science ― 58 ―


